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 『ちょっとサイエンス３』 はじめに

『ちょっとサイエンス』はインターネットの本屋さん『まぐまぐ』から
メールマガジンとして2000年(平成12年)９月２９日に創刊号を発行してから
約２年間で１００号に達し本にまとめました。

その後、１０１号から１５０号までを『ちょっとサイエンス２』として
本にまとめ、今回は2003年(平成15年)１０月１４日発行の１５１号から
2004年(平成16年)９月２１日発行の２００号までを『ちょっとサイエンス３』
としてまとめました。

この間『まぐまぐ』の「殿堂入り」を果たし、
そして、『まぐまぐのメールマガジン大賞２００４』の＜科学・技術部門＞で
第１位となりました。

現在ではまぐまぐのトップページにある「メルマガ定食・もの知りセット」に
採用され、どんどん読者数が増加し、2005年１月１０日で１２８００名を越える
読者数になっています。

読者数が増えるということは、とても嬉しいことですが、
その分、記事の内容にも責任が重くなってきたということです。
プレッシャーがかかってきますが、それをエネルギーにかえて
これからもいっそう充実した内容の「ちょっとサイエンス」に
していこうと考えています。
どうかよろしくお願いいたします。

2005年(平成17年)１月１０日　　　　著者　Fujiken








2





[image: page001.jpg]







3





**************************************************
★ 
● 『ちょっとサイエンス』　2003/10/14 No.151 　 
★ 　　　　　　　　　 
● 発行者　Fujiken 毎週火曜日発行 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
**************************************************

毎回、科学に関するテーマをとりあげて、雑学的な知識を送ります。
なるほど！と納得し、知ることの喜びを感じていただけたら幸いです。

-------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「血糖量とインシュリン」

-------------------------------------------------------------------------------------------

　
血液中のブドウ糖量（血糖量）は、ふつう血しょう１００ｍｌあたり約１００
ｍｇに維持されています。

ブドウ糖は、体内の核細胞に送られ、内呼吸の材料として使われるほか、核酸
やアミノ酸を合成する原料となる重要な物質です。

我々が食物を食べると、消化管からブドウ糖が吸収されるので、食後は血糖量
が一時的に増加します。一方、激しい運動などをすれば、筋肉などで糖の消費
が急に増加して、血糖量が減少します。

もし、血糖量が血しょう１００ｍｌあたり、１６０～１８０ｍｇ以上になると
腎臓のブドウ糖の再吸収能力を上回るので、再吸収されない糖が尿中に出て、
糖尿になります。さらに多くなると、嘔吐（おうと）、けいれんがおこり、や
がて昏睡状態になって死亡することもあります。

一方、血糖量が血しょう１００ｍｌあたり、７０～８０ｍｇ以下に低下すると
心身の衰弱や頭痛、めまいなどがおこり、さらに低下すると意識を失って死に
いたることもあります。

血糖量の調節は、ホルモンと自律神経の働きによって行われています。

１，高血糖の時
血糖量が増加すると、間脳が血糖量の増加を感じ取り、延髄にある糖中枢を経
由して、副交感神経を通じて、すい臓のランゲルハンス島のβ細胞を刺激し、
インシュリンを分泌させます。インシュリンは、肝臓や筋肉でのグリコーゲン
の合成と、組織でのブドウ糖の消費を促進し、血糖量を減少させるのに働きま
す。
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２，低血糖の時
血糖量が低下すると、間脳が血糖量の減少を感じ取り、間脳は交感神経に興奮
を伝え、副腎髄質を刺激して、アドレナリンを分泌させます。アドレナリンは
肝臓や筋肉に作用し、貯えられているグリコーゲンを分解してブドウ糖に変え
ます。また、アドレナリンの働きによって、副腎皮質から糖質コルチコイドや、
すい臓のランゲルハンス島のα細胞から分泌されるグルカゴン、脳下垂体の成
長ホルモンなどによってグリコーゲンを分解してブドウ糖に変えています。

（解明　新生物（文英堂）参照）

-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-

■ちょっとコメント■

すい臓から分泌されるインシュリンは血糖値を上げるのか下げるのかどっちだ

たっけ？（そんな基本的なこと忘れるな！？）とい疑問から今回のテーマにな

ったわけですが、調べてみると、インシュリンは血糖値を下げる働きをし、

一方、アドレナリンは血糖値を上げる働きをするということがわかりました。

私は、どうも生物は苦手で、こんな大変基本的なことまで忘れてしまいます。

そういえば、人間は興奮するとアドレナリンが分泌され血糖値が上がるという

話を聞いたことを思い出しました。

夏目漱石の小説の中でインシュリンを注射している学者の話があったのは

「吾輩は猫である」でしたっけ・・？　もう文庫本も処分してしまって家には

ないので不確かですが・・。

今回、自律神経、交感神経、副交感神経という言葉を久しぶりに聞き、改めて

調べたくなりました。
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-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-

■お知らせ■

大反響　藤ケンのオリジナル曲「哀愁の駅」
　　　　のギターの弾き語り　→ http://www.eonet.ne.jp/~fujiken1/index.htm
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-

---------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「交感神経と副交感神経」 2003/10/21 No.152

--------------------------------------------------------------------------------------------------- 
　
自律神経は、末梢神経の一つで、心臓・肺・肝臓や皮膚・血管に分布し、意識 
に関係なく、自立的にはたらきを調節している。 
 
自律神経には、交感神経と副交感神経の２種があり、一方が器官のはたらきを 
促進するなら、他方はそれを抑えるようなはたらきをしていて、両者ではたら 
きを調節している。このようなはたらき合いをを自律神経の拮抗（きっこう） 
作用と呼び、イギリスのラングレー(1852～1925)により発見されました。 
 
例えば、心臓のはく動では、交感神経は促進的にはたらき、副交感神経は抑制 
的にはたらくというように、一般的に交感神経は闘争的にはたらき、副交感神 
経は休息的にはたらきます。 
 
各器官・内臓にはたらく交感神経・副交感神経の作用を表にまとめると次のよ 
うになります。 
 
器官など　　　交感神経　　　副交感神経 
ひとみ　　　　拡大　　　　　縮小 
心臓のはく動　促進　　　　　抑制 
血圧　　　　　高める　　　　低める 
呼吸運動　　　促進　　　　　抑制 
消化器官　　　抑制　　　　　促進 
ぼうこう　　　拡大　　　　　収縮 
 
次に、交感神経・副交感神経の中枢、化学物質の流れをまとめると、次のよう 
になります。 
 
交感神経　脊髄→交感神経幹→ノルアドレナリンを分泌→闘争的にはたらく 
 
副交感神経　中脳→延髄→脊髄→器官にアセチルコリンを分泌→休息的にはた 
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らく。ただし、自律神経の最高位の中枢は間脳であります。 
（解明　新生物（文英堂）参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
生物は、何度も言うようですが高校時代、大の苦手な科目でした。 
 
今回調べたテーマもそういえばそんな内容だったなと思い出した程度です。 
 
ようするに一般的には交感神経は闘争的に、副交感神経は休息的にはたらくと 
 
いうことなんですね。本当にはずかしい限りです。 
 
（今までのはどうなんだ？って聞かないで下さい） 
 
最近、生物分野が続いていますが、次回は何をテーマにしましょうか？ 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■読者からのメールより■ 
 
●ブラックポットさんより 
 
>実は先日の早朝、不思議な光景を目にしました。朝焼けの空に巨大な三角形 
>の影が現れたのです。自分では富士山の影が空に映ったものだと思っていま 
>すが、近くに相談できる方がいないので、もしこの現象を解明していただけ 

>ればうれしいのですが・・・

 
→Fujikenより 
 
写真を観ただけでは何の影か私には分かりません。 
 
とりあえず写真を観ていただき、何か分かる方からの情報をお待ちしています。 
 
ブラックポットさん投稿の 

「クーの山小屋」→ http://bbs1.as.wakwak.ne.jp/bbs.cgi?id=20859

 
(少し前の方を観て下さい。） 
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----------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「森林浴って何？」 2003/10/28 No.153

---------------------------------------------------------------------------------------- 

よくピクニックなどで、森に入ってリフレッシュすることを「森林浴」と言い 
ますが、これっていったいなんなのでしょうか？ 
 
森林中に入っていくと、かすかな香りを感じたことはありませんか？ 
 
この香りの正体は、樹木や葉から放出されている揮発性化学物質で 
「フィトンチッド」と呼ばれているものです。 
 
この「フィトンチッド」には、リフレッシュ効果、抗菌効果、防虫効果、消臭 
脱臭効果などがあると言われています。 
 
＜リフレッシュ効果＞ 
感情のホルモンを抑制安定させる効果があり、自律神経の安定に効果があると 
言われ、血圧や心拍数を安定させ、ストレスを緩和させることが明らかにされ 
ています。 
 
＜抗菌作用＞ 
ヒノキヤヒバの「フィトンチッド」は院内感染などを引き起こすＭＲＳＡ 
（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）の増殖を抑制することがわかってきました。 
また、ヒノキやヒバの精油がカビの増殖を抑えることも明らかになっています。 
 
＜防虫作用＞ 
気管支ぜんそく、アレルギー性鼻炎、皮膚炎などのアレルギー疾患の原因にな 
っているダニの繁殖を抑制するはたらきがあることがあることがわかりました。 
また、木の香りをダニが嫌うことも明らかになっています。 
 
＜消臭・脱臭作用＞ 
森林の中にはいると爽やかな空気が広がるのはフィトンチッドの消臭・脱臭 
作用なのです。 
 
ヒノキの家や製品には防虫効果や防カビ効果があり、腐りにくく長持ちすると 
言われています。 
 
ヒノキ風呂はその「フィトンチッド」で心身がリラックス効果があると言われ 
ています。 
 
笹の葉、ヒバの葉等は殺菌効果があり食品を包んだり添えられたりしているの 
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です。 
 
（ホームページ　http://kabu2000-web.hp.infoseek.co.jp/　参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
もう十数年前、定年退職される先生の言葉の中に「好きな山に入り森林浴で 
 
いつまでも健康を保ちたいと思います。」と言われた時に森林浴という言葉を 
 
初めて知りました。 
 
すぐに、森の中に入ったときの爽やかな空気、目に優しい緑を見て心をリフレ 
 
ッシュさせることなんだなと想像がつきましたが、それが「フィトンチッド」 
 
という化学物質の影響が大きいというのは今回調べて初めて分かりました。 
 
最近はおうちで気軽に森林浴グッズという物が何種類か市販されているそうで 
 
す。入浴剤はもちろん、ウッドチップ、芳香スプレー、森林浴マスク、竹炭 
 
製品、ひのき枕などなど・・・。 
 
季節は秋、（少し寒くなってきたかな？）家族や恋人同士で近くの山にお弁当 
 
持ってハイキングなんていいんじゃないでしょうか？ 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■読者からのメールより■ 
 
●前号の「逆さ富士の影？」に関して「ミカの赤い服」さんより 
 
 
■結論■ 
 
たぶん『プロッケン現象』の一種と思います。 
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■ブロッケン現象■ 
 
『プロッケン現象』は、高山で時々みられる現象です。 
 
太陽＼人＼雲海や霧 
 
の位置関係にあるとき、雲や霧がスクリーンになり、人の巨大な影が 
 
出来ます。 
 
■今回は■ 
 
早朝の低い位置にある太陽から出た光が、何か尖塔のようなものに当たり、 
 
その影が前夜から低くかかっていた雲に映ったものと思います。 
 
太陽／尖塔？／雲海や霧 
 
■さいごに（宣伝）■ 
 
私は、天気や自然に関するものと、金子みすゞさんの詩を紹介するものの、 
 
メルマガ２誌を発行しております。 
 
よろしければ、ご購読ください。　（購読は無料です） 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
【わたしの気分はお天気しだい】毎週水曜日発行（読者３８７名） 
 
天気に関する身近な話題を、気象予報士のたまごがお届けします。 
 
小学生の方から、お年寄りまで楽しめる内容です。 
 
＞　http://melten.com/ossume/?m=14232&u=16171 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
【♪こころに響くことば♪】毎週金曜日発行（読者４３４名） 
 
天才女流詩人「金子みすず」さんの素晴らしい詩を、ひとつづつ紹 
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介します。分かりやすい言葉で、心に響く作品ばかりですよ。 
 
＞　http://melten.com/ossume/?m=14233&u=16171 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
以上、乱文で失礼しました。　<m(__)m> 
 
→Fujikenより 
 
「ブロッケン現象の一種」ですか・・。ブロッケン現象については 
No.84,85で取り上げ少し勉強したのですが、光の回折による現象で 
明るい輪が出来る特徴があり、高山や飛行機などから太陽を背にし 
たとき雲を見たときなどに見られる現象と理解しています。 
この影をブロッケン現象としたら、少し拡大解釈しなければならない 
ような気がします。 
しかし、わざわさメールで回答を送って下さった「ミカの赤い服」さん 
ありがとうございました。 
うれしくて、メルマガの宣伝まで載せちゃいました。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「マイナスイオンのはたらき」 2003/11/4 No.154
------------------------------------------------------------------------------------------------

原子は一般的に中性（＋でも－でもない）なのですが、電子が飛び出るとプラス 
イオン、電子が入るとマイナスイオンになります。 
 
活性酸素という言葉をよく耳にしますが、本来活性酸素は、体内で細菌やウイ 
ルスなどから私たちを守ってくれるのですが、多くなりすぎると自分の体の組 
織までもこわしてしまうのです。

活性酸素は、体を酸化し病気や老化の原因の一つであることが解明されていま 
す。酸化は「物質から酸素を奪う」ことなので、その物質は「プラス状態」に 
なるのです。 
 
今までは、プラスイオン、マイナスイオン、中性の物質がバランスを保ってい 
たのですが、最近は、車の排気ガス、有害なゴミの消却、工場の排煙などで、 
どんどんプラスイオンが増え、マイナスイオンが減っているのです。 
その影響で、頭が痛い、イライラする、アレルギーなどの皮膚疾患などに現れ 
ていることが最近の研究で明らかになってきました。 
 
そこで、マイナスイオンを取り入れると、血液の浄化作用、精神安定作用、 
免疫強化作用、疲労感の緩和、新陳代謝を高める、美肌効果などの様々な症例 
が報告されています。 
 
そこで「マイナスイオン」を取り入れるにはどうしたらいいのでしょうか？ 
 
まず第１番が自然の中に入ることです。 
マイナスイオン測定器で測っても自然、森の中が一番多いのです。 
特に、滝のある近くでは特に多いという報告もされています。 
それは、滝の水が落ちた衝撃で水から電子が飛び出し、空気がマイナスイオン 
を多く含むのではと考えられています。 
 
逆に、道路や工場周辺ではマイナスイオンは激減し、プラスイオンが多くなっ 
ているという報告がされています。 
 
では、日常生活ではどのようにして「マイナスイオン」を取り入れたらいいの 
でしょうか？ 
 
やはり水とマイナスイオンは関係があり、噴水、シャワー、銭湯などでは、 
マイナスイオンが多いようです。 
 
家庭の中でマイナスイオンを取り入れる工夫をまとめると、 
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１，ゴミやほこりがプラスイオンにくっつきやすいので、こまめに掃除をする 
　　こと。 
２，換気をして新鮮な空気と室内の空気を入れ換えること 
３，植物を置くと、酸素が多く出て、電子が酸素にひっつくのでマイナスイオ 
　　ンが多くなります。 
４，電化製品はプラスイオンを発生しやすいのでむやみに増やさない。 
５，最近ではマイナスイオンを発生する空気清浄機が売られています。 
 
（http://www.anew.co.jp/contents/magazine/feature/minasion/　参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
マイナスイオンという言葉を最近よく聞くので調べてみました。 
 
最初は「森林浴」と関係が深いのではと思い、「森林浴とマイナスイオン」と 
 
いうテーマを考えていたのですが、それぞれ内容が深く、別々にしたわけです。 
 
しかし、森林浴とマイナスイオンはやはり深い関係があることが、本文を読ま 
 
れてもお分かりだろうと思います。 
 
「自然に帰れ」・・ルソーの言葉でしたっけ。そんな言葉を思い出しました。 
 
マイナスイオン発生空気清浄機はまだ分かるにしても、よく若者が腕に付けて 
 
いるマイナスイオンが発生する腕輪（？）は本当なのでしょうか？ 
 
マイナスイオンという言葉を付けたら売れる・・そんな製品が増えているよう 
 
な気がしている昨今です。 
 







13





------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「グレゴリオ歴とうるう年」 2003/11/11 No.155

------------------------------------------------------------------------------------------------
 
太陽が春分点を出発して再び春分点にもどるまでの時間を１太陽年といい、 
365.2422日です。 
 
そこで、その端数を調節するために、４年に１回うるう年を設けて１日分を 
加えて、２月を２９日としています。 
 
そうすると、逆に１太陽年よりも0.0078日だけ長くなってしまいます。 
つまり１年につき0.0078日だけ多すぎることになるので、４００年間に 
0.0078×400=3.12日だけうるう年が多すぎることになってしまいます。 
 

そこで、４００年に３回うるう年をやめることにすると、太陽の年周運動と 
よりよい一致を示すことになるので、現在の暦は、うるう年について次の 
ように定めています。 
 
１，西暦年数が１００の倍数以外の年は４の倍数の年をうるう年とする。 
 
２，西暦年数が１００の倍数の年は、４００の倍数の年だけをうるう年と 
　　して、４００の倍数でない年はうるう年にしない。 
 
これは、１５８２年に、ローマ教皇グレゴリオ１３世が、天文学者の 
クラビウス等の意見をとり入れて改暦したもので、「グレゴリオ歴」と 
呼ばれています。 
 
それまでは、「ユリウス歴」と呼ばれているもので、B.C.46年にユリウス・ 
カエサルがエジプトの暦をとり入れて、１年を３６５日とし、４年ごとに 
うるう年をおくものでした。 
 
（チャート式「新地学」（数研出版）参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
ちょうど２０００年の年が上の表記の２にあたり、１００の倍数で、４００の 
倍数だったので、うるう年になったのですね。 
 
うるう年の時は「オリンピック」が開催されるっていうのは常識ですよね。 
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私は、小学生の高学年の時に百科事典（こりゃまた古い？）を見ていて、 
１日が２３時間５６分４秒であることと、１年が３６５日５時間４８分４６秒 
であることを知っていたので、なぜ４年に１回うるう年があるのかを知ってい 
ました。（これって自慢！？） 
 
一方「うるう秒」の方はセシウム原子時計が実用化され、地球の自転周期の 
変化で５０年間で約３０秒の遅れがみられることがわかり、地球の自転周期と 
時刻のズレが0.9秒を越えないように「うるう秒」で調整しているそうです。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 


■「読者からのメール」より■ 
 
●Ｓさん 
 
いつも楽しく拝見しております。 
 
今回のテーマである「マイナスイオン」について、以前から疑問をもってい 
したのでこの機会に質問させていただこうと思います。 
 
1.中学や高校の化学ではマイナスの電荷を帯びたイオンをマイナスイオンと 
説明しているはずです。 
よって、OH-もCl－もSO4(2-)も全てマイナスイオン（もしくはマイナス 
イオン基)です。 
一般に言われているマイナスイオンとは、一体何の元素もしくは基のイオン 
なんなのでしょう？ 
 
2.記事中にも空気中にマイナスイオンやプラスイオンが存在していると表記 
されていたと思いますが、 
イオンの状態というのは不安定な状態であるので、不安定な状態のまま安定 
して在るというのが、どうにも理解できなくて苦しんでいます。 
説明をお願いします。 
 
→Fujikenより 
 
＞イオンの状態では不安定ではないか 
 
という質問ですが、例えば、Ｃｌ－などは、Ｃｌ原子では 
最外殻電子が７個あり、８個で安定な状態になり、不活性元素のＡｒに 
なります。よって「マイナスイオン」というのは電気的には 
不安定な（反応しやすい）性質がありますが、イオン自身は安定した 
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電子状態にあります。 
 
＞「マイナスイオン」は一体何の元素なのでしょうか 
 
という質問ですが、これはくわしく専門書か、ＨＰで調べるしか 
ないですね。 
私の想像ですが、Ｏ２－が多いのではないでしょうか？ 
水からも生成されやすいし、光合成からも生成しやすい 
そんな気がするのですが？　その他の分子のイオンかもしれません。 
 
半分回答になってなくてすみません。 
 
●「とんとん」さんより 
 
> 活性酸素は、体を酸化し病気や老化の原因の一つであることが解明されていま 
> す。酸化は「物質から酸素を奪う」ことなので、その物質は「プラス状態」に 
> なるのです。 
> 
> 酸化とは物質から「電子」を奪う現象をいうと、化学で習った覚えがあります。 
> ですので、陰イオンから電子を奪えば中性か「活性」に、中性の物質から電子を 
> 奪え 
> ば陽イオンか「活性」になるのではないでしょうか。 
> 「活性」になっている物質はさらに電子を受け取るか、受け渡すかし、安定 
な状態に なると記憶していますが。 
 
→Fujikenより 
 
いわれるとおり、「物質から酸素を奪う」はまちがいで「電子を奪う」が 
正しいと思います。 
 
> 今までは、プラスイオン、マイナスイオン、中性の物質がバランスを保ってい 
> たのですが、最近は、車の排気ガス、有害なゴミの消却、工場の排煙などで、 
> どんどんプラスイオンが増え、マイナスイオンが減っているのです。 
> その影響で、頭が痛い、イライラする、アレルギーなどの皮膚疾患などに現れ 
> ていることが最近の研究で明らかになってきました。 
> 
> ここでいうプラスイオン、マイナスイオン、中性の物質とは何なのでしょうか? 
> これらが何なのかいくら調べても分からないのです。 
> NOx、SOx、COなら水に溶かせば陰イオンになりますが身体に良いとは思えません 
> し・・ ・・ 
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→Fujikenより 
 
ここの質問は他の方からもあったのですが、よく分かりません。 
マイナスイオンとしては、Ｏ２－などが考えられると思います。 
プラスイオンはダイオキシンなどを指すのでしょうか？ 
もうすこし調べないといけないと思います。 
 
> マイナスイオン測定器で測っても自然、森の中が一番多いのです。 
> マイナスイオン測定器はどんな原理で、なにを量っているのでしょうか? 
 
→Fujikenより 
 
空気を吸い込むような装置で、プラス、マイナスのどちらかの電気を持つか 
調べる装置としか分かりません。すみません。 
 
> それは、滝の水が落ちた衝撃で水から電子が飛び出し、空気がマイナスイオン 
> を多く含むのではと考えられています。 
> この程度の物理的衝撃で、電子が飛びだすのも疑問なんです。 
> 電子が直接ぶつかってきたら、「β線」のようで怖いですし。 
> 
→Fujikenより 
 
私もこの記述をしたときに？と思ったのですが、電子というのは、 
最外殻電子なら簡単に外へ飛び出すくらいするのかなあと思って 
いたのですが、よく考えれば、マイナスイオンになるには、電子を 
もらわないといけませんよね。 
記述が間違っていると思います。 
電子が飛び出すβ線のような物ではなく、分子内で電子をやりとりする 
と理解したらどうでしょう。 
 
●「Ｙ」さんから 
 
はじめまして。 
今回のメルマガでマイナスイオンが取り上げられていたので、一言。 
私は電気分解関連の仕事をしているので、一時期よく調べましたので。 
 
まず、下記のサイトにありますように、国民生活センターではマイナス 
イオンの人体への効果は不明と言う立場を取っています。 
 
http://esp2003.hp.infoseek.co.jp/m_ion.html#kokumin030905 
 
ただ、滝の所等に行ったときには確かにすがすがしい気分になりますし、 
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ある程度効果はあるような気もします。 
 
で、現在良く売られている空気清浄機ですが、パンフ等では以下の事が説明 
されていません。 
 
1,マイナスイオンを多量に発生しているものの、同時にプラスイオンも多量 
に発生している。 
 
そのため、差し引きすると、マイナスイオンの増加量はそうたいしたものでは 
ない。 
 
2,下記のサイトにあるように、オゾンが同時に発生している。 
 
http://esp2003.hp.infoseek.co.jp/m_ion.html#kaigi_hodo 
 
オゾンは以前では脱臭・殺菌効果がありますので、現在浄水場での殺菌にも 
使われています。 
 
マイナスイオン空気清浄機のさわやかさは、このオゾンによる効果が大きいと 
思います。 
 
ただ、オゾンは人体へも影響しますので、あまり吸いすぎると肺がやられて 
しまいます。 
 
また、脱色性能もありますので、インクジェットプリンターで印刷した写真 
などを清浄機の前に置いておくと、一日ほどで真っ白になってしまいます。 
 
以上、メルマガには疑問も書いていましたが、マイナス面が書かれていな 
かった事がちょっと気になりましたので、お送りいたします。 
 
→Fujiken 
 
以上、熱心な読者からのメールありがとうございました。 
これからもよろしくお願いします。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「振り子の周期と長さの関係」 2003/11/18 No.156

------------------------------------------------------------------------------------------------
 
今日は、めずらしく数式をあつかってちょっとした計算をしてみます。 
「計算なんかいやだ！」という人は数式をとばして間の言葉と結論を読んで 
いただければ結構です。 
 
高校の物理に出てくる「振り子の周期と長さの関係」は 
 
振り子の長さＬｍ、周期Ｔ秒とすると 
 
Ｔ＝２πルート（Ｌ／ｇ）ｇは重力加速度（9.8ｍ／ｓの２乗） 
 
この式は、物理が好きな方なら頭の片隅に残っていることと思います。 
 
今日はこの式を変形して使いやすい式に直そうという試みをしてみます。 
 
π＝3.14 
ｇ＝9.8を代入すると 
 
Ｔ＝２×3.14ルート（Ｌ／9.8） 
Ｔ＝6.28ルート（Ｌ／9.8） 
 
両辺を２乗すると 
 
Ｔの２乗＝6.28の２乗×Ｌ／9.8 
Ｔの２乗＝39.4／9.8×Ｌ 
Ｔの２乗＝４Ｌ 
 
Ｌ＝１／４×（Ｔの２乗） 
 
となるのです。 
 
こんな簡単な式に変形できるのです。 
 
この式にＬ＝２５センチ＝１／４ｍを代入すると 
Ｔ＝１となります。 
要するに、２５センチの振り子の周期は約１秒なのです。 
 
また、Ｌ＝１ｍを代入すると 
Ｔ＝２となり、１ｍの振り子の周期は約２秒なのです。 
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-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
振り子の周期はと聞かれたらＴ＝２πルート（Ｌ／ｇ）とすぐ答えられる位 
 
この式は有名ですが、実際使うときは少し難しいですよね。 
 
しかし、Ｔ＝１／４×（Ｌの２乗）ならば、近似値ですが簡単に求められます。 
 
こんな便利な式があるのを最近知りました。 
 
数学の先生が「藤原先生、振り子の式が数学に載ってるのよ！」と言われて 
 
見て知ったのです。 
 
「理科と数学は関係が深い」ということを知った一つの例です。 
 
おもわず簡単な振り子を作って理科の授業で生徒の前で実演しちゃいました。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者からのメール」より■ 
 
●「鈴木」さんより 
いつも興味深く拝読させていただいております。 
 
内容でどうしてもわからないところがありましたので質問 
させていただきます。 
> つまり１年につき0.0078日だけ多すぎることになるので、４００年間に 
> 0.0078×400=3.12日だけうるう年が多すぎることになってしまいます。 
> 
> そこで、４００年に３回うるう年をやめることにすると、太陽の年周運動と 
> よりよい一致を示すことになるので、現在の暦は、うるう年について次の 
> ように定めています。 
> 
> １，西暦年数が１００の倍数以外の年は４の倍数の年をうるう年とする。 
> 
> ２，西暦年数が１００の倍数の年は、４００の倍数の年だけをうるう年と 
> 　　して、４００の倍数でない年はうるう年にしない。 
これでも0.12の誤差がでますよね。この誤差はどこで吸収して 
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いるのでしょう？ 
 
別件ですが下記の説明が理解できません。 
> ＞イオンの状態では不安定ではないか 
> 
> という質問ですが、例えば、Ｃｌ－などは、Ｃｌ原子では 
> 最外殻電子が７個あり、８個で安定な状態になり、不活性元素のＡｒに 
> なります。よって「マイナスイオン」というのは電気的には 
Clに電子が１つ増えるとArになる？？？ 
（訳ないですよね？） 
もう少し詳しく説明していただけないでしょうか？ 
 
→Fujikenより 
 
グレゴリオ歴の４００年に３回うるう年をやめても、０．１２の誤差が 
出来るという質問ですが、大学で「誤差論」を勉強しましたが、４００年 
における０．１２日は誤差の範囲に入って無視できる物なのか、または、 
４０００年に１回うるう年をやめるのか、その辺ははっきりしません。 
すみません。 
 
もう一つ、Ｃｌ－は最外殻電子が８個になり、Ａｒになるという記述は 
明らかに間違いであり、電子状態はＡｒの同じ状態になり安定している 
ということです。ここに訂正し、お詫びいたします。 
 
→鈴木さんより 
 
考えてみれば0.12日といっても400年になんですよね。 
1日に達するには4000年。 
西暦2000年の今では、まだ誤差の範囲ですね。 
何か考慮されてはいるのでしょうけど。 
 
ありがとうございました。 
これからもよろしくお願いいたします。 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「南半球から見た太陽や星」 2003/11/25 No.157

------------------------------------------------------------------------------------------------
 
理科で太陽や星の動きを勉強するのに、日本つまり北半球から見える太陽や 
星の動きを主に学びますが、南半球ではどうなっているのでしょうか？ 
 
北半球（日本）では、太陽は東から昇り、南の空を通り、西の空に沈みます。 
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よって、日本の家やマンションの多くは南の空に大きな窓やベランダがある 
のです。 
 
では、南半球ではどうなるかというと、太陽は東から昇り、北の空を通り、 
西の空へ沈みます。 
 
太陽の光が横から地球に向かってあたっていると考え、透明半球を日本に 
置いたら太陽の光が南側から射し、透明半球をオーストラリアの置いたら 
太陽の光が北側から射すことからわかると思います。 
（ごめんなさい！文章だけでは分かりにくいだろうと思います。） 
 
よって、南半球では北川に大きな窓やベランダがあるそうです。 
（行ったことないから分からない！） 
 
次に星の見え方ですが、北半球では北極星を中心に回転して見えますが、 
南半球では、北極星は見えず、天の南極を中心に回転して見えます。 
 
日本で見慣れている「オリオン座」も南半球では北側に見えるだけでなく、 
逆立ちしているように見えるのです。 
（これも図があればもっと容易に分かると思うのですが・・・） 
 
（理科　２分野下（啓林館）参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
これまでは、日本中心の天体の勉強ばかりでしたが、赤道付近の太陽の動きや 
 
北極での太陽の動きを考えさせるなど教科書も変わってきました。 
 
私自身、日本での天体の動きしか学習していないので、今回出来た新しい 
 
教科書を見て南半球の天体の動きが読み物としてではありますが、出ている 
 
のでびっくりしているというのが本音です。 
 
高校時代の友人が海外勤務でオーストラリアにいたとき、行こう行こうと 
 
思いながら一度も行けなかったことが、今ではとても残念です。 
 
南十字星を見ながらワインを飲む・・・なんて私には似合わないかな？ 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「痛風の原因は、血液中の尿酸」 2003/12/2 No.158

------------------------------------------------------------------------------------------------
 
痛風はその名の通り、風に当たっても痛むというほどの激しい痛風発作をもた 
らします。 
 
その原因は「尿酸」です。血液中に、さまざまな原因で尿酸が増えすぎると、 
体のあちこちに尿酸塩（尿酸の結晶）がたまり、痛みを起こします。 
 
血液中の尿酸値が高いだけで、ほかに症状がない場合は、高尿酸血症と呼ばれ 
ます。 
 
これは、いわば痛風予備軍！４０歳以上の男性の１０人に１人が予備軍だと 
いわれています。 
 
尿酸値が高い場合は放置せず、医師に相談して下さい。尿酸の半分は６／７が 
体の中で合成され、残り１／７が食事からの摂取です。排泄は、尿や便から。 
生産過剰や排泄低下が尿酸値を高くします。 
 
尿酸値8.5/dl以上は危険信号！痛風発作がいつおきてもおかしくない状態です。 
 
痛風の治療は薬物療法を基本に、食事療法や運動療法が行われます。 
薬には、尿酸の合成を抑える薬と、尿酸の排泄を促す薬があります。 
痛みがとれたらといって自分の判断で中止するのは禁物。再発を防止するため 
にも、治療は生涯続ける必要があります。 
 
体内の新陳代謝が行われる結果、細胞の核からできる物質が「プリン体」。 
これが尿酸のもとになります。 
 
痛風は、太っている人に多いことがわかっています。太っている人が減量する 
と、尿酸値が下がることが多いのです。食べる量を減らし減量の努力をして下 
さい。 
 
水分を取り、尿酸を尿と一緒に排泄することが大切です。しかし、ビールは 
禁物！アルコールは尿酸値を上げる方向にはたらきます。 
 
痛風を放っておくと、尿酸が腎臓に貯まって腎臓のはたらきが悪化したり、 
尿路結石もおきやすくなります。また、動脈硬化や心臓病、脳梗塞などの 
合併症も起こりやすくなります。 
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痛風の治療に運動は必要ですが、激しい運動は避けて、ウォーキングやサイク 
リングなどゆるやかな運動が適当でしょう。 
 
（http://www.banyu.co.jp/ 参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
「痛風」は太った人に多く、栄養の取りすぎで、贅沢病だ。という印象が強か 
 
ったです。私も４０を越え血液検査で中性脂肪は多いと言われましたが、尿酸 
 
値が高いとは言われたことはありません。しかし、動脈硬化や、脳梗塞の合併 
 
症もあるときくと人ごとのような気がしません。３０才後半から少しずつ太り 
 
だし特にお腹が出てきて気になっている昨今ですが、やはり、食事には気を付 
 
け高タンパク、高カロリーの食事は控えるようにしています。だって、軽い 
 
運動と言っても、なかなか出来ませんからね。読者の中高年のみなさん、食事 
 
とアルコール、喫煙（私は禁煙８ヶ月になりました！）にはご注意を！！ 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者のメール」より■ 
 
●「kimura」さんより　前号の「南半球から見た太陽や星」について 
 
今回のお話ですが、いつも見慣れている空の星の動きも全く違って見えるので 
一度は、南半球に旅行をしたいと思っているおじさんです。（笑） 
北半球では「南風は暖かく、北風は寒い」が定説（？）ですが、南半球では 
「北風は暖かく、南風は寒い」なんでしょうねぇ～。 
 
→Fujikenより　そのとおりでしょうねえ。 
 
ところで、地球の文明は北半球を中心に発達してきたので、本来宇宙には上下 
がないはずですが、人間の文明では、北を上にして地図が作られ、私たちも頭 
の中ではそう思い込んでいます。
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（映画などもそうですが．．．。） 
北半球ですから、月や星も東→南→西と動くので、右回りとなり、時計の針も 
右回りになったと何かの本で読んだ記憶があります。（詳しくは失念） 
 
→Fujikenより 
 
北半球の星の動きも、南の空を見ると、時計回りですが、北の空を見ると、 
北極星を中心に反時計回りになっています。 
南半球ではそれぞれその反対になります。 
 
ちょっと脱線しますが、日本では世界地図は「日本」が中心になっています。 
他の国では当然、自分の国が中心になっているようです。 
ちょっと疑問になったのですが、南半球のく国、例えはオーストラリアで発売 
になっている世界地図は、やっぱりオーストラリアが中心になっているかと思 
われますが、やっぱり北が上なんでしょうか？？？ 
 
→Fujikenより 
 
少し昔、英語の先生がオーストラリアの地図を持っていらして、南が上で、 
何か世界が逆さまのような変わった地図を見たことがあります。 
やはり、地図はその国を中心として描かれているのでしょうね。 
 
●「はやし」さんより　「マイナスイオン」について 
 
154，155，156号で取り上げていらっしゃいますマイナスイオンについてです 
が，その名称について少しコメントさせてください。 
 
中学校理科第一分野（指導要領で今は取り上げないことになってますが）や 
高校の化学でのイオンと，現在言われているマイナスイオンとは 
示しているものが違うと思われます。 
 
例えば塩化ナトリウムを構成している塩化物イオンとナトリウムイオンは 
それぞれ，陰イオン（または負イオン），陽イオン（または正イオン）と 
呼ばれ，マイナスイオン，プラスイオンではありません。 
 
英語でも陰イオンはanionまたはnegative ion，陽イオンはcationまたは 
positive ionとよばれ，plus ion，minus ionと言う呼び方はありません。 
マイナスイオン，プラスイオンは最近にになって，出てきた言葉で， 
化学大事典（東京化学同人）等にもその定義はありません。 
 
154号で参照されたwebサイト 
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http://www.anew.co.jp/contents/magazine/feature/minasion/ 
では， 
マイナスイオンってなあにの頁の 
「マイナスイオンとは」においては一般の陰イオン，陽イオンについての 
説明をして，「増えていくプラスイオン」においてはいわゆるマイナスイ 
オンやプラスイオンの話にすり替えています。静電気とイオンをごちゃご 
ちゃにとらえているようです。 
 
メルマガで公開された他の方からのマイナスイオンについて色々なご意見も 
拝読いたしましたが， 
いろんな商品にマイナスイオンと言う宣伝文句が付けられていている割には 
実体はよく分からず，マイナスイオンとしてはっきりした定義はないという 
のが，今の結論だと思います。 
 
私自身もマイナスイオン測定器は何を測っているのだろうと疑問に思ってい 
ます。オゾン？静電気？　静電気ならば測定値に湿度の影響もあるそうです。 
 
マイナスイオンについては市民のための環境ガイドと言うページ 
http://plaza13.mbn.or.jp/~yasui_it/index.html 
の2003年度版記事にとり上げられています。 
たとえば 
http://plaza13.mbn.or.jp/~yasui_it/NonScienceMinusIon.htm 
http://www.ne.jp/asahi/ecodb/yasui/MinusM-Yoshi.htm 
 
疑似科学になぜ人はだまされるのか興味がありますもので， 
今回は失礼ながらメールさせて戴きました。 
これからも，メルマガ楽しみにしております。 
では失礼いたします。 
 
→Fujikenより 
 
最近、妻が買ってきたドライヤーに「イオンスイッチ」なるものがついていて 
妻に「説明書ある？」と聞いたら「捨てちゃった」といっていました。 
「はやし」さんの言われるとおり、「疑似科学」にだまされているのでは？ 
と思うことが多い昨今です。
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「なぜ空は青く、夕焼けは赤いのか」 　2003/12/9 No.159

------------------------------------------------------------------------------------------------ 
太陽光の中にはたくさんの色がまざって白く見えています。 
 
その色によって波長の長さが違い、赤色や黄色の光は波長が長く、 
青や紫色は波長が短いのです。 
 
太陽光は、地球の空気層（大気圏）に入ると空気中のチリにぶつかり、光の 
向きが変わります。 
 
つまり、波長の短いもの（赤より青のほうが波長が短い）は、それだけチリ 
にぶつかる確率が高いので、あちらこちらに光が散らばりやすいということ 
になります。 
 
空が青く見えるのは、波長の短い青い光が空いっぱいに散らばっているから 
なのです。 
 
一方、なぜ夕焼けは赤いのでしょう？ 
 
これは、太陽光の空気層を通る距離に関係します。 
 
太陽は沈むにつれ、太陽の位置が真上から横に移動します。 
 
そうすると、太陽光の空気層を通る距離は、真上より横の方が長いため、 
今までチリの間を通り抜けてきた波長の長い赤い光もチリにぶつかり、散ら 
ばるのです。 
 
そうすると、青い光は波長が短いため遠くまで届かず、私たちには波長の 
長い赤色が目に入り、夕焼けが赤く見えるのです。 
 
（http://www.labs.fujitsu.com/gijutsu/tera/bluesky.html 参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
読者のＲさんよりこんなメールを頂きました。 
 
「子供に「空の色はなぜ青い？」と聞かれて「地球をとりまくガスの色」と 
いう風に答えたのですが実際の所はどうなのかうまく説明して頂けると助か 
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ります。」 
 
ここで、お子さんの年齢がいくつかによって答え方が違ってくると思います。 
もし、小学生以下なら、「光には色々な色が混ざっていて、その中の青色が 
見えてるからだよ。」と答えてあげれば十分ではないでしょうか？ 
 
お子さんが中学生くらいになると、それだけでは満足できず、波長や散乱の 
ことを言って、次に「夕焼けはなぜ赤い」という方向に話しをもっていけば 
納得することでしょう。 
 
私は、小さい頃、「理科なぜなぜ事典」のような本を興味を持って読んでい 
たので、このての質問はおぼろげに理解していました。 
よく出てくる質問ですものね。 
 
時には、科学の原点にもどるのも良いかも知れませんね。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■読者のメールより■ 
 
●「Ｋ」さんより　「南半球」について 
 
はじめまして。 
いつもメルマガを楽しく読ませていただいております。 
南半球の話題が出ていますが、私はオーストラリアで半年ほどバイク 
ツーリングをしていました。 
 
オーストラリアでも普通は北が上になった地図を使いますが、お土産用に 
南が上になった世界地図が売られていて、私もひとつ買いました。 
 
オーストラリアが中心なので、日本もほぼ中心に（太平洋が真ん中）です。 
それから、太陽が北側にあることをすっかり忘れて、反対の方向に走って 
いってしまたことも。 
さらに、オーストラリアでは、海岸から1000キロも内陸が海面より低く 
くぼんでいるので、海ではなく内陸に向かって流れる川がいくつもあります。 
そのためもあって、慣れるまでは方角を間違えやすかったです。 
 
→Fujikenより 
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やはり、太陽が北寄りに動くため方向が間違えやすいのですね。 
内陸に向かって流れる川があるなんて初めて知りました。 
貴重な体験話ありがとうございました。 
 
●「Iさん」より　　「禁煙について」 
 
禁煙８ヶ月おめでとう、禁煙はマイナスイオンや遠赤よりはるかに健康効果 
が有ると信じています。理想は先生も生徒の前で成人の権利を見せつけず、 
生活指導の先生はもとより、校内禁煙を実施して欲しいです。 
 
→Fujikenより 
 
私の禁煙は１２月４日で８ヶ月になりました。 
今でも、時々吸いたくなることもありますが、 
頑張っています。 
中学校内でも、大部喫煙する人が少なくなり、 
限った場所でしか吸えなくなっています。 
「禁煙教育」する先生がタバコを吸っていては 
話しがおかしいいですもんね。 
私の禁煙これからも頑張ります。

--------------------------------------------------------------------------------------------
 
■今日のテーマ　　「大気圧の大きさ」 2003/12/16 No.160

--------------------------------------------------------------------------------------------
 
今日も少し計算をしたいと思います。「計算なんかいやだ！」と言われる方は 
途中の言葉だけを拾い読みしていただけたら結構だと思います。 
 
以前、No.78､79で新学習指導要領で力の単位をＮ（ニュートン）、圧力の単位 
をＰａ（パスカル）で表すように変更されたという話しをしました。 
 
簡単に言えば１Ｎ＝１００ｇ重で、１Ｐａ＝１Ｎ／ｍの２乗なのです。 
 
そこで、今まで大気圧の大きさを１ｋｇ重／ｃｍの２乗と教えてきたのが 
使えなくなってしまいます。 
 
１ｋｇ重／ｃｍの２乗というのは、爪の大きさが約１平方ｃｍなので、その 
部分に、牛乳パック１Ｌの水を入れた大きさの力がかかっているんだよ。と 
教えてきたのです。 
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それが全身にかかっているので、大気圧はとても大きく、人間には内側から 
外へ押し返す力（内部圧）があるから、大気圧とつり合って、大気圧を実感 
できないけれど、大きな空き缶の内部を真空に近くすると、ぺっちゃんこに 
つぶれるというのは、大気圧の大きさを正に表しているんだよと教えてきた 
のです。 
 
今日は、大気圧（１気圧）１ｋｇ重／ｃｍの２乗を変形してみます。 
 
１ｋｇ重は１０００ｇ重＝１０Ｎ（１Ｎ＝１００ｇ重） 
 
１ｍ＝１００ｃｍなので１ｍの２乗＝１００００ｃｍの２乗 
 
１ｋｇ重／ｃｍの２乗＝１０Ｎ／ｃｍの２乗 
　　　　　　　　　　＝１０００００Ｎ／ｍの２乗 
　　　　　　　　　　＝１０００００Ｐａ（１Ｐａ＝１Ｎ／ｍの２乗） 
 
　　　　　　　　　　ｈ（ヘクト）＝１００なので、 
 
　　　　　　　　　　＝１０００ｈＰａ（ヘクトパスカル） 
 
要するに　大気圧（１気圧）＝１０００ｈＰａ（ヘクトパスカル） 
 
となり、気象であつかう１気圧＝１０１３ｈＰａの近似値が出てくるのです。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
新学習指導要領の中で、単位をＳＩ単位系に統一していこうという利点が 
 
この大気圧の大きさの変形から少し読みとれます。 
 
この変形を中学３年生にこの前授業で教えたのですが、声こそ出しませんが 
 
「ふ～ん、そうなんだ」という感じを受けたような気がします。 
 
「これから、日常でも力はＮ（ニュートン）、圧力はＰａ（パスカル）で 
　表すことが多くなると思うよ。」 
と言うと、そうなのかな～？という表情をしていました。 








30





自分で授業をしてみて、Ｎ，Ｐａの実用性を感じた一つの例の紹介でした。 
 
しかし、新学習指導要領ではこのＮ（ニュートン）、Ｐａ（パスカル）を 
中学１年生で教えなければならいのです。 
 
理解してくれるかな？　というのが正直な気持ちです。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■読者からのメールより■ 
 
●「Ｓさん」からの質問です。 
 
「突然ですが、『電気エネルギー』の長所と短所を教えて下さい。」 
 
→Fujikenより 
 
「電気エネルギー」の長所と短所は？という質問ですが、 
長所は他の色々なエネルギーに変換しやすいことでしょう。 
電気なしでは、今の世の中成り立ちませんからね。 
短所はあまりにも電気エネルギーに依存しすぎて電気エネルギーが 
足りなくて、どうやって電気エネルギーを作り出したらよいか？ 
という事だと思います。 
 
昔のような原子力発電主張論も衰えて、「クリーンなエネルギー」の 
発電、例えば風力発電、地熱発電、太陽光発電などが注目されてきています。 
私もその方向への科学技術の発展を望んでいる一人です。 
 
●「光」について何人かの人から質問がありました。 
　これは一つのテーマにして、後日取り上げさせて頂きます。 

------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「ＮＯｘ，ＳＯｘと酸性雨」 2003/12/23 No.161

------------------------------------------------------------------------------------------------
 
酸性雨とは工場や車から排出される酸性の大気汚染物質を取り込んで、ph5.6 
以下の酸性になった雨のことをいいます。 
 
酸性雨の原因物質としては主として窒素酸化物(NOx)と硫黄酸化物(SOx)が考え 
られています。
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窒素酸化物(NOx)とは、一酸化窒素(NO1)と二酸化窒素(NO2)のことをさし、 
発生源としては、化石燃料（石油、石炭、天然ガス）の燃焼があり、工場など 
の固定発生源と自動車・航空機・船舶などの移動発生源とがあります。 
 
硫黄酸化物(SOx)とは、硫黄を含む重油、石炭などの燃焼で発生するSO2（亜硫 
酸ガス）とSO3（無水硫酸）などです。 
 
石炭や石油は、硫黄が１～５％含まれていて、これらを燃やすと500～2500ppm 
（ppmとはpart per millionのことで、１００万分の１を意味します） 
位の二酸化硫黄（亜硫酸ガス）などのガスがでます。 
 
硫黄酸化物の総排出量は１９６０年代から増えていき、石油の需用の量の増加 
と一致します。 
 
酸性雨の原因物質である硫黄酸化物の環境基準は二酸化硫黄については１時間 
あたり、0.04ppm以下という厳しい基準が設けられています。 
 
硫黄酸化物の低減の方法として、 
１，輸入燃料の低硫黄化（ほとんど硫黄を含まない燃料の輸入） 
２，石油製品の、水素化脱硫黄法による脱硫黄 
３，排煙脱硫黄技術の開発 
などが研究、実施されています。 
 
酸性雨で、木が枯れたり、建物の壁や屋根にひびが入ったり、その悪影響は 
今では広く知られているなんとかしなければならない環境汚染問題です。 
 
（http://www.ise.chuo-u.ac.jp/TISE/kyouyou/6kakemo1993110/　参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
中学３年生の理科の「自然と人間」という分野で、環境問題が取り上げられ、 
 
窒素酸化物、硫黄酸化物が酸性雨の原因になっているという勉強をします。 
 
そこで、NOx、SOxとい略語を書いても反応がないのです。中学生ではまだ、 
 
新聞を読むことが少ないのか、最近はあまり取り上げられていないのか、 
 
NOx（ノックス）、SOx（ソックス）を知らないんですね。 
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今でもそうですが、軽油を燃料とするバス・トラックなどのディーゼル車の 
 
排出ガス規制が厳しくなって久しいですが、昔、理科の先生がディーゼル車 
 
に乗っていた先生に「毒ガス排出車で環境汚染はダメよ！」と言われていた 
 
ことを思い出しました。 
 
酸性雨の研究実験キットなるものが売っています。 
 
一度、やってみたいなあと思っているのですが、なかなか出来ないものですね。 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者からのメール」より■ 
 
●「Ｕ」さんからの質問です 
 
始めまして　配信楽しみにしています 
幼稚な質問ですみません 
光　電波　電気は重さがあるのですか？　ナノのもっと先の世界はどんな世界？ 
向寒の折りご自愛ください 
 
→Fujikenより 
 
光、電波は電磁波で光子という素粒子がエネルギーを運ぶと考えられて 
いると理解しています。光子は重さがないとされていますが、ニュートリノ 
の例もありますからもしかして重さがあるかもしれませんね。 
電流の正体である電子には重さがあります。 
 
ナノのもっと先の世界はどんな世界？ 
これはなんともいえませんね。今ようやくナノテクノロジーが研究されて 
いるところです。それより小さいピコテクノロジーという研究ももしかして 
将来あるかもしれません。しかし、原子分子の大きさはナノレベルで表せる 
ので、ピコまでいくかはちょっと疑問です。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「神戸層群の断層」 2003/12/30 No.162

------------------------------------------------------------------------------------------------
 
１２月１８，１９日と一泊二日で大阪教育センターから「地学の魅力を探る」 
という研修に参加しました。 
 
これからしばらくは、この研修の内容をまとめていこうと思います。 
 
神戸の山の中、高速吉川から降りたところに、バスを止め、良く分かる「断層」 
の路頭を見ました。 
 
断層には断層面そって上盤が下方にずれ、下盤が上方にずれる「正断層」と 
逆に上盤が上方にずれ、下盤が下方にずれる「逆断層」があります。（その他 
に横ずれ断層があります。） 
 
正断層のできかたは、左右に引っ張る力がはたらき、逆断層は左右から押され 
る力がはたらいてできます。 
 
一見して見分ける方法は「同じ層が上下で離れていたら正断層」「同じ層が 
上下で重なっていたら逆断層」と考えればよいでしょう。 
 
メルマガでは写真が載せられないので、ぜひ、下のアドレスから正断層のよく 
わかる写真をご覧下さい。 
 
Fujikenのフォトスタジオ→　http://fujiken2.hp.infoseek.co.jp 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
正断層と逆断層はどっちが正でどっちが逆なのか覚えにくいのです。 
 
図を見て「引っ張られたか」「押されたか」はすぐに分かるのですが、 
 
どっちが正でどっちが逆なのかの名前が覚えにくいのです。 
 
やはり、これは私の欠点の一つで「暗記力に乏しい」表れだと思います。 
 
そこで、覚え方を考えました。「引っ張り正、押すは逆」どうでしょうか？ 
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もう一つ、いつも地学実習へ行ったときに思うのですが、大阪にこんなに 
 
良く分かる「露頭（がけ）」がないのです。「実物を見せたい」と思っても 
 
そう簡単には行きません。事実、今回の露頭ももう何かの建築が始まっており 
 
来年は見られるかどうか分からない状態です。 
 
それに、一学年全部が見るとなると、キャンプとか野外学習の時しかできない 
 
と思っています。いい研修が出来ても、実際はスライドで我慢するしかないの 
 
でしょうか・・・。 




★みなさ～ん 
 
今、日没後（５時半～６時半）に、西の空にピカっと光る一番星が見えて 
 
いるのに気づいていますか？　今は月も半月に近づいて少し離れてしまいま 
 
したが、その明るい星は金星・・宵の明星（よいのみょうじょう）です。 
 
月よりも西側の下側を探してみて下さい。天気が良ければいいのになあ～！ 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■読者からのメールより■ 
 
●「Ｓさん」より　「ヘクト」について 
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本文中に、「ｈ（ヘクト）＝１００」と書かれているのを見て、 
昔、単位記号を覚えたのを思いだしメールしました。 
 
「キロキロ(K)とヘクト(h)デカ(D)けたメートル(m)が、 
デシ(d)に追われてセンチ(c)ミリミリ(m)」 
 
1m = 10dm(デシメートル)=100cm=1000mm 
 = 0.1Dm(デカメートル)=0.01hm(ヘクトメートル) 
 = 0.001Km(キロメートル) 
となります。 
 
ここで疑問なのは・・・、 
競争の「100m走」は、何故「1hm走」と言わないのでしょうか？ 
 
何故、Pa(パスカル)は、良く使われているK(キロ)を使わず、 
h(ヘクト)なのでしょうか？ 
 
もう１点、 
液体の単位で、l(リットル)を使いますよね！ 
例えば牛乳パックは、「1000ml」もちろん1l(リットル)でも 
良いのでしょうが、数字が大きい方が沢山あるイメージを 
与えるからでしょうか？ 
また、cc(シーシー)をあまり見なくなりました。 
私の覚え間違いかもしれませんが、ccは「水」にしか 
使えない？のでしょうか？ 
 
取り留めもなく質問ばかりでスミマセン。 
 
→Fujikenより 
 
「キロキロと・・・」 
私にも覚えがあります。なつかしいですねえ。 
 
Pa（パスカル）はそれまでのミリバールの単位からの変換で 
数字の大きさを変えないためと理解しています。 
 
CCは(cubic centimeter)で立法センチメートルのことで体積を表す 
記号のようです。 
 
ｌ（リットル）も水１ｋｇの体積を示すものとして決めたそうです。 
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●「ＳＳＳさん」より 
 
いつも楽しく拝見しています。 
今回のメルマガをみて思ったのですが、今中学校では重力加速度を 
10kg/S^2と教えているのでしょうか？ 
（SI単位系と重力単位系の変換を見て) 
 
円周率を"3"と教えているということは聞いたことがありますが、 
重力加速度まで9.8kg/s^2でなく10kg/s^2と教えているのかと思い 
ショックを受けています。 
 
今回のメルマガとは関係ないですが、物理や化学や数学の基本的な数値を 
何でもかんでも丸めてしまうのは問題であると思っています。 
 
fujiken様は理科教師とお見受けしますので、是非とも生徒さんには本当の 
数値がこうであるということを一言付け加えてもらいたいと思います。 
 
→Fujikenより 
 
ご質問の通り、中学校では9.8kg/s^2ではなく、10kg/s^2で教えています。 
これは、今回の学習指導要領で中学に導入されたもので、今までは、 
１０ｋｇ重とか、重をつければ力の大きさが出て来るというものでした 
ので、ニュートン力学を導入しただけでも画期的なことだと私は思っています。 
 
そのときに、１０でがなく、本当は９．８なんだよと言うのは、言うだけなら 
簡単ですが、生徒は１０と９．８と両方の数字を習うわけですから混乱する 
のです。 
 
そこで私は「高校へ行くと１００ｇ重＝１Ｎではなくて、もっと詳しい数字や 
理論を習うからね。」とだけいっています。 
習う側の理解能力を考えた教え方が必要であると考えています。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「光子の質量は０」 2004/1/6 No.163

------------------------------------------------------------------------------------------------
 
私がNo.161の「ちょっとコメント」で 
 
光、電波は電磁波で光子という素粒子がエネルギーを運ぶと考えられて 
いると理解しています。光子は重さがないとされていますが、ニュートリノ 
の例もありますからもしかして重さがあるかもしれませんね。 
 
とコメントしたのですが、 
　 
「Ｙさん」より、こんなメールを頂きました。 
 
---------------------------------------- 
 
光子の質量ですが、これはニュートリノの質量問題とは 
違い、理論的にゼロであることが分かっております。 
 
粒子のエネルギー（Ｅ）、運動量（ｐ）と質量（ｍ）との関係 
は、光速を ｃ とすると、相対論的な下式で表されます。 
 
E*E = (pc)*(pc) + (m*c*c)*(m*c*c) 
（二乗が上付き文字で書けないので長ったらしいですが。） 
 
従って、光子の場合、m=0 で E=pcとなります。 
 
---------------------------------------- 
 
そこで、私が、 
 
＞光子の質量ですが、これはニュートリノ質量問題とは違い 
＞理論的にゼロであることがわかっております。 
 
とのことことですが、 
私は相対論も素粒子論も深く理解していないのですが、 
ニュートリノの質量問題は０と考えられていたのが若干の質量があったと 
理解しています。そのことから、宇宙物理学の構築に大きな影響があった 
と聞いています。 
 
同様に、これはないと思いますが、光子の質量が０であるのが理論なら、 
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もう新しい物理学は発展しないのでしょうか？ 
 
同様に、光子より速い速さで進む「タキオン」が発見されたら（私はそん 
なことはないと思っていますが）相対性理論に変わる理論が出来るかも 
知れませんよね。 
 
科学は、「理論は実験または現象によって支持される（裏付けされる）」 
という基本的立場をもっていますので、ぜひ、ニュートリノとの違いを 
教えて下さい。お願いいたします。 
 
と返事を書きました。Ｙさんは丁寧に返事を書いて下さいました。 
 
---------------------------------------------------------- 
 
ニュートリノについては、理論的に質量がゼロとなっていた訳 
でなく、質量があっても理論上、何も問題がありませんでした。 
 
但し、素粒子理論としては、そうですが、そのノンゼロ質量の 
結果、宇宙論的には、閉じた宇宙となる可能性が大きくなり 
ます。 
 
ですから、物理学者は、ニュートリノの質量の有無を検証すべく、 
色々な実験を試みてきました。一つが、神岡のニュートリノ振動 
の観測です。 
 
物理学は数学と違い、全て実験で検証する必要があります。 
 
その観点から、光子のエネルギーと運動量から、光子の質量 
を観測限界まで計測するという必要はあります。 
 
但し、電磁気学上、光子の質量は理論的にゼロ（absolute zero） 
となっております。また、光子の質量がゼロであることと、電場 
の強さが距離の２乗に反比例して減衰することとは関連して 
おります。 
 
宜しくご査収お願い致します。 
 
---------------------------------------- 
 
そこで、私はニュートン（科学雑誌）のバッックナンバーを読み返事を 
書きました。 
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「ニュートリノに質量があるとき起きるニュートリノ振動は 
これまでの「ニュートリノには質量がないという」前提で素粒子物理学 
の理論の（標準理論）の根底をゆるがす発見と評価されている」 
 
上記がニュートン２００３年３月号に記載されています。 
 
しかし、宇宙論的には「閉じた宇宙」・・現在膨張している宇宙が 
収縮・膨張をくり返す・・可能性が大きくなったのですね。 
 
光子の質量が０というのは、absolute zero（絶対的に０）であって、 
その検証はむずかしく、逆に０でなかったら量子力学、相対性理論 
素粒子論が成り立たなくなってしまう。 
 
と理解すればよろしいでしょうか？ 
 
という私からのメールにご丁寧に返事を頂きました。 
 
------------------------------------------------------ 
 
ニュートンのコメント自体は、広義では正しいと思います。 
 
つまり、標準理論というのが、弱い相互作用と電磁相互作用と 
の統一理論である「ワインバーグ－サラム－グラショウ理論」で 
なく、強い相互作用を含む、統一理論を指しているのであれば。 
 
電弱統一理論としてのＷ－Ｓ－Ｇ理論では、物質を構成する 
素粒子はヒッグス粒子により、質量を獲得するとされており、 
その観点からは、ニュートリノに質量があった方が、理論的 
には、より自然な形となります。 
 
光子の質量がゼロでなければ、相対性理論と共に、電磁気学 
も根底から見直すことになります。 
元々、電磁気学は相対論化されてましたので、表裏一体です。 
 
------------------------------------------------------- 
 
Ｙ様には「ちょっとサイエンス」当初からいろいろな情報をメールで 
送っていただき感謝しています。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
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■ちょっとコメント■ 
 
なんども返事を下さったＹさんには感謝しています。 
 
この「ちょっとサイエンス」の読者には専門的な知識を持っておられるかたが 
 
多数おられるので、こんなふうにメールを下さると助かります。 
 
これからもよろしくお願いいたします。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者からのメール」より■ 
 
No.161で取り上げたNOx,SOxと酸性雨の関していろいろなメールを頂きました 
ので、今回をその紹介をしたいと思います。 
 
●「Ｎさん」より 
 
酸性雨、およびＳＯｘ排出低減の実体に関しまして、参考資料（電気事業連合 
会ＨＰ）を送付させていただきます。 
 
「ちょっとサイエンス」にも記載されていましたように、日本のSOx,NOx規制 
は厳しく、排出量は大幅に削減されています。 
 
グローバルな酸性雨問題に対しては、日本の技術を国際展開することも重要か 
と思います。 
 
特に、日本の酸性雨問題に対しましたは、中国への技術移管（中国の技術 
導入）が、重要かと思います。 
機会がありましたら、これらの日本の技術のすばらしさの紹介もお願いい 
たします。 
 
［電気事業連合会ＨＰ］ 
　http://www.fepc.or.jp/kankyou/sanseiu.html 
 
＜酸性雨と電気事業＞ 
 
発電電力量当たりのSOxやNOxの排出量は1970年代半ばから急速に低下 
し、現在では、OECD先進6カ国と比較して、SOxが約20分の1、NOxが約7分の1 
と低い値となっています。 
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世界各国火力発電所の発電電力量あたりのSOx、NOx排出量の棒グラフ 
 
→ http://fujiken2.hp.infoseek.co.jp （発電量とNOx,SOxの排出量） 
　　　　　　　　　　 
■重要■日本：OECD先進6カ国と比較して、SOxが約20分の1、NOxが約7分の1 
 
●「Ｏさん」より 
 
＜酸性雨の原因物質である硫黄酸化物の環境基準は二酸化硫黄については 
＜１時間あたり、0.04ppm以下という厳しい基準が設けられています。 
 
と書かれてますが、 
大気汚染物質の測定は、自動測定器で１時間の連続測定を行い、 
その平均値として、１個の測定値が出てきます。これを「１時間値」といいま 
す。 
 
0.04ppm以下という基準は、この１時間値を１日２４時間平均した値に対する 
基準です。 
また、「１時間値」に対する基準は0.1ppm以下となってます。 
 
細かい話かとは思いますが、少し気になりましたので、 
メールさせて頂きます。 
 
→Fujikenより 
 
「Ｎさん」の投稿から、日本の発電企業はNOx,SOxを諸外国に比べて大きく 
 
削減されているのを知りました。そして、中国などへの技術移管（導入）が 
 
大切だという指摘もうなずけます。 
 
貴重な資料、ご意見ありがとうございました。 
 
「Ｏさん」の投稿から、基準値の細かい説明を頂きました。 
 
訂正し、お詫びいたします。 
 
それにしても、NOx,SOxが注目されてから、各企業、各方面で非常に重用視 
 
し、削減に取り組んできていることが伺われました。 
 
これからも、いろいろな情報やご意見などメールでお寄せ下さい。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ 「露頭からわかること（砂れき層と斜交葉理）」 2004/1/13 No.164

------------------------------------------------------------------------------------------------
 
地学研修レポートの第２回目です。 
前回No.162で「神戸層群の断層」について説明しました。 
今回はその露頭をくわしく見ると何がわかるのかをレポートします。 
 
まず、第１にこの地層を作っているのは、砂、れき、泥がまじった状態で固ま 
っているということです。 
 
もし、これらが、はっきり、れき・砂・泥と分かれているのならば、そこが 
出来た当時の水流は遅く、大きさのそろった粒が集まったと考えられます。 
 
しかし、この露頭のように、特にれきと砂が混じった状態で固まっているのを 
見ると、水の流れが速く、れきが沈む前に次の水がやってきてれきを動かし、 
砂と混じったいわゆる「砂れき層」をつくった考えられます。 
 
つぎに、写真では少し分かりにくいですが、その砂れき層の中のれき（石）の 
並び方が、斜めに交互に重なっているのが見られます。 
 
これは「斜交葉理（クラスミナ）」と呼んでいて、水が激しい動きになってい 
るときに見られる特徴です。 
 
また、その砂れき層の中のれき（石）の傾きから水の流れていた方向を推測す 
ることができます。 
 
これらのことから、この地層が出来たとき、この場所は「激しい水の動きがあ 
った場所である。」ということが出来るのです。 
 
残念ながらメルマガでは写真は送れないので、写真は私のホームページ 
「Fujikenのフォトスタジオ」に載せていますので是非見て下さい。 
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■ちょっとコメント■ 
 
講師の先生の言われる事をメモしながら、なるほどそうか、そうだったのかと 
 
うなずくことばかりでした。 
 
大学時代に六甲の山の中を１日中歩き回って地層を見て、レポートを必死で書 
 
いた３０年前の事を思い出しました。 
 
その時の教授（先生）いわく「自然を歩いて汗流してこんな健康にいい学問は 
 
ないなあ～」　という言葉を思い出しました。 
 
でも、やはり、露頭を身近に見つけるのが難しいというのが私のいつも抱いて 
 
いる悩みです。スライドでは今回のテーマは分かりにくい（だから写真でもわ 
 
かりにくい）と思います。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者からのメール」より■ 
 
●「さらん」さんより 
 
質問です。包丁、レーザーメス，水（テレビで鉄を切断していました）等 
 
なぜ切れる「切断できる」のですか？ 
 
未来の切る道具，技術候補はなんでしょうか？　切る（切断）と磨く（研磨） 
 
の関連は？　中高レベルだと有りがたいのですが。 
 
→Fujikenより 
 
レーザーメスで、金属などを切る以外に、人の手術をすることが 
ありますね。とても細かな切断が出来て、出血が少ないので、 
手術の仕方として大変有効な方法らしいです。 
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高圧で圧縮した水を細い口から出せば、金属でも切ることができますね。 
私もＴＶで見たことがあります。高圧と細い出口で水の圧力が大きくなり、 
水の出るスピードが増し、金属の金属結合を離すほどになり、金属でも 
切れるのだと思います。とても切り口がきれいで、好きなように切れるという 
長所があると思います。 
 
切ると磨くの違い？　いうなれば、レーザーメスや圧縮水などでは、 
切断もできますが、その切り口はとても細かく、磨いた状態に近いと 
言えると思います。 
 
未来の切る道具ですか？　分子を切り分けるようなナノレーザーなんかが 
出来たらいいですね！ 
 
●「プレーリー」さんより　「宵の明星」の記事を読んで 
 
子供たち（中学生？）に、「なぜ金星は迎角４５度以上には昇らないか？」 
 
を考えさせ、説明させるとおもしろいのではないかと、ふと思いつきました。 
 
子供たちの”自由研究”にはもってこいかと。 
 
地球の公転半径と金星のそれと中心（太陽の位置と決めつけてもよいでしょ 
 
うね）の三角形の一つの角がどれくらいになるか、 
 
ですから。それぞれの惑星の正確な半径は覚えてはいませんが、 
 
地球の公転半径が金星のそれの1.４倍程度であるのならば、仰角４５度くらい 
 
になると思います、最大でね。 
 
→Fujikenより 
 
金星の仰角（最大離角）は４８度、水星が２８度でした。 
 
プレーリーさんの発案はおもしろいですね。 
 
定規とコンパスと本（資料集）で仰角を求めさせる！ 
 
生徒にあっほんとだ！の思わせる授業いいですね！ これいただきます！ 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「凝灰岩層に見つかる木の葉の化石」　　2004/1/20 No.165

------------------------------------------------------------------------------------------------
 
地学研修第３回目のレポートです。 
 
地層に見つかる凝灰岩層は主に火山灰が堆積してできた岩石で、大きな火山 
活動であれば、広い範囲で同じ成分の凝灰岩層が見られます。 
 
そのマグマの性質から鉱物の組成やガラスの屈折率などから同じ凝灰岩層で 
あると判定できるので、地層のつながりや、広大な地域での凝灰岩層ができ 
た時代を知る手がかりとなるので、よくこういう凝灰岩層を「鍵（カギ）層」 
と呼んでいます。 
 
つまり、凝灰岩層から堆積した時代がわかったり、広い範囲をつなげるポイ 
ントとなるのです。 
 
ところで、今回行ったのは六甲山の東条湖畔の有名な凝灰岩層のあるところで、 
そこから「木の葉」の化石がたいへんよく見つかるのです。 
 
その化石は凝灰岩の成分分析から１５００万年前と言われていたのですが、
最近修正され、３０００万年前の木の葉の化石であるとされています。 
 
木の葉の化石が見つかったら、その岩石をもう一度軽くたたくだけで、中に 
別の木の葉の化石が見つかることが多くあります。 
 
これは、木の葉がバラバラに堆積したのではなく、固まって堆積した証拠であ 
り、木の葉の化石が中にあると化石のあるすきまの方向に割れやすいためです。 
 
そして、木の葉の化石が見つかったということから、そこは昔大きな湖であっ 
たということができます。 
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■ちょっとコメント■ 
 
東条湖の近くに「東条湖ランド」という遊園地があって３０年前、私の大学 
 
時代、車の免許取り立ての頃、今の妻とよくデートで行きました。 
 
ループコースターといって途中で１回転する大きなジェットコースターが 
 
有名で、私も一度乗っただけでこわくなったのを覚えています。 
 
そして中にミニバスケットボールゲームがあって３球の内入った個数でぬい 
 
ぐるみがあたるゲ－ムがあったのですが、私は中高とバスケットをしていた 
 
ので、いつも３回中２球入ってぬいぐるみをもらって彼女（今の妻）あげて 
 
いました。 
 
その東条湖も今は「オモチャ王国」という名に変わり、規模も小さくなり、 
 
東条湖にも大きな白鳥の船が一艘だけありました。 
 
「あー東条湖もさみしくなったんだなー！」という気持ちになったのが実感 
 
でした。 
 
ところで、本文の「木の葉の化石」は研修に参加したほとんどの人が見つけ 
 
ました。やはり「名所」なんだなと思いました。 
 
それにしても、六甲の山の中が昔は湖だったというのが今までに聞いたこと 
 
があったと思うのですが、改めて驚いたことでした。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者からのメール」より■ 
 
●「たけぞう」さんより 
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いつもメルマガ楽しく拝見させていただいております。 
 
地球の生態環境と酸素・二酸化炭素量についての素朴な疑問があります。 
 
密閉した部屋に人間だけいると酸素が欠乏しますが、 
 
人間や自動車をはじめ酸素を使ってばかりで植物の少ない東京と 
 
熱帯雨林のような光合成バリバリの場所では 
 
どのくらいの酸素濃度の違いがあるものでしょうか。 
 
→Fujikenより 
 
東京と熱帯雨林の中の酸素と二酸化炭素の濃度の違いですか～？ 
これは、あると思います。なかったらおかしいですよね。 
しかし、それが測れる装置の精度がどれくらいあるかによると思います。 
酸素は空気中の２０．８％ありますが、二酸化炭素は空気中の０．０３％ 
しかありません。 
 
中学の教科書にも気体の量を測る簡易装置が紹介されていますが、 
まだ詳しくその装置を見ていませんのではっきりとは言えませんが、 
酸素の割合はある程度測れても、二酸化炭素の量は測定するのは 
難しいと思います。 
 
しかし、もっと精密な機械が手に入れば、都会と山中、日本国内のみ 
ならず、外国との比較をする研究なんておもしろそうですね！ 
機械によっては「自由研究」どころか「大きな実践的研究」になると 
思います。 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「近畿地方の地質」 2004/1/27 No.166

------------------------------------------------------------------------------------------------
 
地学研修第４回目のレポートです。 
 
今回は、おおまかな近畿地方の地質（成り立ち）について述べます。 
 
神戸、大阪の山の中の最下部には火成岩（主に花崗岩）があります。 
 
日本列島をつくる最初にマグマが固まって基部を作ったと考えていいでしょう。 
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その花崗岩の上にはとても固い堆積岩層＝丹波層群があります。 
 
丹波層群は古生層と言われていて、古生時代に堆積した地盤で、石灰岩の中に 
フズリナの化石がよくみつかり、中には中生代のホウサンチュウも見つかって 
いるそうです。 
 
その上に神戸層群が堆積し、３０００万年前には、古神戸湖という淡水湖が 
あり、その湖に堆積した地層が神戸層群なのです。 
 
そして、１５００万年前には日本列島が大陸から分離され日本海が出来たと 
考えられています。 
 
そして、その上に大阪層群があり、２００万年前～２０万年前までに、氷河期 
間氷期を繰り返し、海水がへったり、増えたりして出来た地層をMa（マリーン） 
１というように海洋性の泥岩層に番号がつけられています。 
 
大阪層群は海水の下に沈んだり、湖の下に沈んだりをくり返して出来たと考え 
らえています。 
 
近畿地方には有馬高槻構造線などの活断層（いまでも少しずつずれている断層） 
が多数あって、神戸南部地震のような地震が心配される地質構造をしています。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
海洋性か淡水性かを見分けるのに、その土の中に含まれるケイソウ類を顕微鏡 
 
で見て、海洋性のケイソウなら海、淡水性のケイソウなら湖というように区別 
 
しているそうです。 
 
人間の年齢は８０才とう程度の数字で表せますが、地質の年代は、何万年、何 
 
千万年というようにスパンが長いので、ちょっとぴんとこないで、何時代だっ 
 
けとつい考えてしまいます。 
 
けれども、日本列島がどのように出来たのかを考えることが出来るという広大 
 
なスケールのあるおもしろい分野だと思います。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「近畿地方の地質（訂正版）」 2004/2/3 No.167

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


地質の専門家の人が今回のテーマの内容を読んだらきっと簡単すぎてご不満も 
 
あることと思いますが、メールでお知らせ下さい。 

　
■訂正■ 
 
前号の中の「～層郡」という部分は「～層群」の間違いでした。 
 
ここに、訂正し、深くお詫びいたします。 
 
たくさんの方からのご指摘ありがとうございました。 
 
一人一人に返信できず、ここでお礼申し上げます。 
 
●「fujiniki」さんより　　こんなメールを頂きました。 
 
27日付けの「近畿地方の地質」を読ませていただきました。 
 
私は丹波帯を研究していたのですが、少し気になる記事がありましたので 
 
お伝えいたします。 
 
まず「丹波層群」は昔は古生層と言われていましたが1960年以降の調査で、 
 
ほとんどが中生代の三畳紀とジュラ紀の地層が確認されています。 
 
フズリナなどの二畳紀の地層はあちこちに点在している石灰岩だけに含ま 
 
れていて、これらはブレートで運ばれてきた南方の珊瑚礁よりできた 
 
石灰岩です。日本は大陸から運ばれてきた砂泥と（ジュラ紀）とプレート 
 
で運ばれてきた南方のチャート・頁岩・石灰岩などが混在して現在の島弧 
 
となっています。 
 
ですから丹波帯は古生層ではなく中生層と認識されています 
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それから花崗岩が基盤にあるとの事ですが近畿地方にある花崗岩は１億年 
 
前後の火成活動によるもので丹波帯の上部に位置しています。 
 
ですから丹波帯の下部には花崗岩はありません。 
 
---------------------------------------------------------------------- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
花崗岩類は丹波層群の下にあるのではなく、１億年くらい前の火成活動による 
 
もので、丹波層群の上にあるということでした。 
 
それでは、日本はどうやって出来たのか？というと、大陸からの砂泥と南から 
 
プレートで運ばれてきたチャート、頁岩（けつがん）、石灰岩などが混在して 
 
できた島孤なのですね。 
 
「fujiniki」さんの言われたことも、どこかの研修で習った記憶があったので 
 
すが、「ちょっとサイエンス」のように文章にして残しておかなかったので、 
 
忘れてしまっていたようです。どうも申し訳ありませんでした。 
 
たくさんの方に支えられてこの「ちょっとサイエンス」は成り立っているんだ 
 
と、今回改めて思いました。 
 
★みなさ～ん！ 
 
前も一度お知らせしましたが、日の入り後、西の空に「宵の明星」（金星） 
がみえていま～す！　午後６時頃が一番よく見えるかな？ 
 
双眼鏡で形なんかも見てみて下さい！ 
 
（双眼鏡って案外天体観測にも使えるんだ！） 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「ダイエットとリバウンド」 2004/2/10 No.168

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
大分前になりますが、No.143で「コレステロールと過食」をテーマのして、私 
が、今少し太り気味で、コレステロールが高いのは、年齢と共に、運動量が減 
少しているにもかかわらず、その割りに食べ過ぎているせいであるという事を 
書きました。 
 
その時に、甘いものや脂っこいものは食べ過ぎないようにして、医師から勧め 
られた夕食後の散歩をしてみようと決めました。 
 
それから、昼はおにぎり２つを持っていく、夕食もおにぎりと焼き魚とみそ汁 
にするという名付けて「おにぎりダイエット」を始めたのです。 
 
最初は、「おにぎり、なかなかおいしいじゃん！」と思いながら食べていたの 
ですが、平日は満腹感なしでも我慢できるのですが、土日になると、おやつに 
とあんパンなどの菓子パンを買い込んでそれを食べて空腹感を癒していました。 
 
「土日の菓子パンはダメ！」という妻の忠告で、いったん止めた菓子パンです 
が、今度はアイスクリームに変わり、風呂上がり、食後などに食べ初めてしま 
いました。 
 
「そんなにお腹空くんだったら、もうおにぎりダイエット止めたら？」と妻に 
言われ、脂っこいものは減りましたが、以前と同じ食事に戻して、体重を量っ 
たら以前より５ｋｇ増えていました。 
 
これにはがっくり、自分が悪いと分かっていながら残念です。こういうのを 
リバウンドというのだそうです。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
私のように四十を越えると、お腹が出てくる人がいますが、たいていは「ビー 
 
ル腹」というように、過食と運動不足が原因だと思われます。 
 
医師から勧められた「食後の散歩」も、すぐ下にあるディスカウントストアー 
 
まで歩いて行って牛乳などを買ったりしたのですが、時間にして１５分、歩い 
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てる距離は１ｋｍたらず、なのにお金がかかるので、運動にならなくて小遣い 
 
が減るという結果に終わりました。 
 
ダイエットのお茶とか飲み物とか、よく売られていますが、私と同じ様な悩み 
 
を持つ人が多いからだと思います。 
 
しかし、へたな私のようなダイエットでは、逆に太ってしまうということを体 
 
験しました。 
 
「よっしゃ！　ジョギング３０分！！」 
 
なんて、元気のある人ならいいのですけれど・・・。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者の方のメール」より■ 
 
●「さはら」さんより　No.160の読者の質問「電気エネルギーの長所について」 
 
『電気エネルギー』の最大の長所は、 
『エネルギーを伝達することが容易であること』だと 
私は考えております。 
 
電気エネルギーなら、金属であればどんな形でも 
そのまま伝わって行きます。 
金属を「くっつける」だけで、別のところにエネルギーを 
受け渡すこともできます。 
空気等の絶縁体が周囲にあれば、 
どこにもエネルギーが漏れていくことがありません。 
 
例えばガスを別のところに運ぶには、 
筒状に加工した、漏れのない管が必要になります。 
別のところにつなぐには、 
つぎ手のような更に複雑な形をしたものが必要になり、 
ここの漏れを防ぐのはさらに大変です。 
 
光エネルギーなら、 
透明なものならどこにでも通せるというメリットはありますが、 
ほとんどの物体では散乱による損失が大きく、 
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遠くまで伝えるのは容易ではありません。 
光ファイバーのような、光損失の少ない特別な物体が 
必要になります。 
光ファイバーは、低損失で接続することが大変だという 
デメリットもあります。 
 
もちろんご指摘の通り、 
電気は別のエネルギーに変換しやすいのは大きなメリットです。 
ガスは熱エネルギー以外に変換するのは困難です。 
（近い将来、燃料電池で電気と熱に変換することができるように 
　なると思いますが。） 
光は今のところ、エネルギーの伝達にはほとんど使用されて 
いないように思います。 
（情報の伝達には用いられていますが。） 
 
しかし、電気の伝達がいくら容易であると言っても、 
やはり遠くに伝達するには損失もあります。 
そういう意味でも、太陽光や燃料電池のように 
消費地付近で発電する『分散発電』が 
これから普及していくだろうと考えています。 
 
→Fujikenより 
 
「分散発電」という言葉が印象的でした。 
 
クリーンなエネルギーでは大都市の電力を満たすにはどう考えても足りません。 
 
そこで、都市とは分散してクリーンなエネルギーを使う！これっていいアイデア 
 
だと思います。

--------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「地球史カレンダー」 2004/2/17 No.169

-------------------------------------------------------------------------------------------------- 


　
地球が誕生したのは４６億年前だと考えられています。 
 
そこで、４６億年前を１年の始め１月１日としたとき、それぞれの生物の誕生 
や、時代は何月何日になるのかを表にまとめるとこうなります。 
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地球の誕生　４６億年前　　１月１日０時 
 
海の形成　　４０億年前　　２月中旬 
 
原子バクテリア　３５億年前　３月下旬 
 
シアノバクテリア　２５億年前　５月中旬 
 
オゾン層形成開始　８億年前　１０月下旬 
 
生物の陸上誕生　４億年前　１１月下旬 
 
恐竜出現　　２億年前 １２月上旬 
鳥類出現　　１億８千万年　１２月中旬 
 
霊長類の登場　６５００万年前　１２月２４日２０時頃 
猿人登場　６００万年前　１２月３１日１２時３４分 
 
原人登場　７５万年前　　１２月３１日２２時３４分 
 
旧人登場　２５万年前　　　　　　　　２３時３１分 
 
新人登場　１６万年前　　　　　　　　２３時４２分 
 
縄文時代　５０００年前　　　　　　　２３時５９分２６秒 
 
弥生時代　２５００年前　　　　　　　２３時５９分４３秒 
 
平安時代　１２００年前　　　　　　　２３時５９分５２秒 
 
江戸時代　　４００年前　　　　　　　２３時５９分５７秒 
 
（兵庫県立西はりま天文台公園　黒田公園長様からの寄稿） 
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■ちょっとコメント■ 
 
この「地球史カレンダー」はどこかで見たことがあるのですが、その時は、 
 
メモもせず、人間が地球に現れたのは１２月３１日に入ってからなんだと 
 
思った程度でしたが、今回黒田公園町様から寄稿していただき、表にまと 
 
めることができました。 
 
兵庫県立はりま天文台公園は素人の天文観測や、食事や宿泊施設がある、家族 
 
や、小団体の方のためにはとても良いところです。 
 
次回は西はりま天文台公園２００４年（今年）１１月に姿を見せる国内最大の 
 
２ｍ望遠鏡や天文台公園の施設などについてです。 
 
★みなさ～ん！ 
 
普通のデジカメで月がどれくらい写るか試してみました。 
 
写真はこちら→　http://fujiken2.hp.infoseek.co.jp 
 
月ならばデキカメのみでも写りますね！でも、やはり、望遠鏡の接眼レンズに 
 
つける必要があると感じました。 
 
-----------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「西はりま天文台公園に２ｍ反射望遠鏡」　2004/2/24 No.170

----------------------------------------------------------------------------------------------------- 


　
西はりま天文台公園に、直径２ｍの反射望遠鏡を備えた新しい天文台が2004年 
11月に誕生します。 
 
鏡の直径が２ｍの望遠鏡は、日本国内にある望遠鏡としては最大であるばかり 
でなく、接眼レンズから目で覗くことの出来る公開望遠鏡としては「世界最大」 
を誇ります。 
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遠くにある天体の存在を目で確かめ、宇宙の姿を実感できる最先端の体験施設 
へと成長するのです。 
 
新天文台は３階建てで、スタディールーム（研修室）と研究室（２，３人が 
宿泊しながら観測できる部屋）と観測室などに分かれています。 
 
まだ、望遠鏡自体が設置されていない状態でしたが、新天文台の中を黒田 
公園長様に案内して頂きました。 

-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
私は１０年程前、大阪府の理科の半年研修に出向したときに、その時のメンバ 
 
ーと西はりま天文台に来ていて、その当時の望遠鏡で初めて土星が見えたので 
 
感激したのを覚えています。 
 
今回の地学研修ではあいにくの曇り空で夜の星の観測会はなくなりましたが、 
 
デジカメが大変優秀で使いやすいという指摘を受け、前回下弦の月の写真を 
 
載せたしだいです。 
 
西はりま天文台公園は家族から２０名ほどの宿泊施設があるのが特徴で、素人 
 
が泊まりがけで観測できる天文台公園であるのです。 
 
それが、2004年11月からは接眼レンズから覗くことのできる世界最大の天文台 
 
に変わろうとしています。オリオン座星雲なんか見えたらいいな、なんて思っ 
 
ています。 
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子供が大きくなってしまってから、子どもが小さい時に一度連れてきてやった 
 
らよかったなあと思っている私でした。 
 
問い合わせ方法などは以下を参考にして下さい。 
 
---------------------------------------------------------------------- 
兵庫県西はりま天文台公園 
 
お問い合わせ　宿泊　：0790-82-0598 syukuhaku@nhao.go.jp 
 天文台：0790-82-3886 harima@nhao.go.jp 
 
情報提供　テレフォンサービス：0790-82-3377 
 ホームページ　　　：http://www.nhao.go.jp 
 
679-5313　兵庫県佐用郡佐用町西河内４０７－２ 
---------------------------------------------------------------------- 
 
■読者からのメールより■ 
 
●「Ｈ」さんより 
 
「地球史カレンダー」、私も学生の時分に動物系統学で習ったのですが、 
今回のは、縄文時代、弥生時代……というのがいいですね。 
直感的にわかりやすくて。 
 
何年か前に、東大の高橋先生（獣医生理学）がやはりこの例を出されていて、 
「また聞いちゃいました」という話を日高敏隆先生にしたら、 
「あれは誰それ（名前忘れてしまいました）が言い出したものだが、 
ぼくはそれを季節で表現した、とってもいい文章を書いたことがある」 
と自慢してました。そんなことを思い出しました。 
 
私は、主に生物関係の書籍の編集をしているのですが、今ちょうど 
“Earth”という、地球科学に関する翻訳書をつくっていて、 
Fujikenさんのメルマガでこっそり勉強したりしています。 
とっても役に立っているので、感謝、感謝でございます。 
 
これからもおもしろいものを期待しています。 
がんばってください。 
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応援メールでした。 
 
→Fujikenより 
 
地球史カレンダーって割といろいろなところで研究されているんですね。 
 
Fujikenは「ちょっとサイエンス」頑張ります！！ 
 
●「はっち」さんより 
 
今号の地球史カレンダーの中で、 
最初の生命の誕生が３５億年前となっていましたが、 
つい先日、ＮＨＫで放送したメキシコの洞窟の番組で、 
『最初の生命は、４０億年前、原始の海ができたとほぼ同時に誕生した』 
というようなことが語られていたように記憶しています。 
 
その洞窟は、硫化水素の噴出す洞窟で、 
普通の生物は住めないような環境なのに、 
硫化水素を栄養としているバクテリアが 
地中深くから噴出す硫化水素に交じって上がってきた… 
というような話だったと思います。 
 
そして、その環境が原始地球に似ているとも。 
 
メモなどして見ていたわけではないので、 
私の記憶違いかもしれません。 
また、テレビでやっていた事が正解とも限らず、 
こうした“説”は、定説となるには時間がかかるのが常ですから、 
どっちが正しいのかはわかりませんが、ご参考までに。 
 
→Fujikenより 
 
生物の誕生はいつか？４０億年前か３５億年前か？ 
 
きっと、この辺の研究をされている人には私はこう思うというご意見を 
 
お持ちだと思います。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「冬の星座と双眼鏡」 2004/3/2 No.171

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
冬は１等星が最も多く見られる季節で、星座の観察には適していると言えます。 
 
代表的なのが「オリオン座」です。手にこん棒とししの皮を持ち、三ツ星を腰 
にして、勇壮な狩人の姿を見せています。肩にはベテルギウス、足には青白い 
リゲルが輝いています。 
 
その猟犬の「大イヌ座」のシリウスが東下にあり、「子イヌ座」のプロキオン 
が東上にあります。シリウスは月や金星を除き、恒星の中では一番明るい星で 
「焼き焦がすもの」という意味があるそうです。 
 
この、ベテルギウスとプロキオンとシリウスが南の空に大きな「冬の大三角形」 
をつくっています。 
 
冬の大三角形の東上には「カストル」と「ボルックス」並んで見える「ふたご 
座」があります。 
 
次に冬の大三角形を天頂へ目を伸ばすと「おうし座」の角の部分のＶの字が 
見え、そのおうし座の背中の所に「プレアデス星団」＝「すばる」が見えます。 
 
肉眼では６，７個くらいの星が見えたらいい方ですが、これを双眼鏡で見ると、 
驚くほど多くの青白い星の集まりが見えます。 
 
そして、もう一つ、オリオン座の三ツ星の下の所に薄く輝いてる部分を双眼鏡 
で覗くと、ガスが光っているところが見えます。これが「オリオン大星雲」で、 
そこは星が生まれている場所で、地球も４６億年前に、こうしたガスから出来 
たと言われています。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
私は、ご承知の通り、暗記力が悪いので、「冬の大三角形」ベテルギウス、 
プロキオン、シリウスを、大分県の温泉町「別府市」（べっぷし）を思い浮か 
べるのです。三つの星の頭文字を取ってべ・ぷ・し＝（べっぷし）どうですか？ 
うん、分かりやすいと思ってるのは私だけ・・・（涙） 









60





最近は、奥別府の「湯布院温泉」の方が人気があるそうですね。一度妻と 
温泉旅行に行きたいと思っています。 
 
今回のテーマにあげた「双眼鏡」ですが、私は２０倍のものを新聞広告で見つ 
け、１万円で最近購入しました。 
 
昨日は上弦の月をその双眼鏡で見て、うさぎの顔と耳のクレーターをいくつも 
見ました。アポロ１１号が着陸した「静かの海」も見えましたよ。 
 
残念ながら「プレアデス星団」と「オリオン大星雲」は見えませんでしたが、 
次回チャレンジしてみようと思います。 
 
双眼鏡は天体望遠鏡のように視野にとらえるのがそんなに難しくなく、手軽に 
見えるのと、持ち運びも簡単で、天体観測には有効であるという事を、今回の 
地学研修で学び、実践している最中なのです。 
 
しかし、双眼鏡では肉眼で見られてもデジカメに撮ることができず、記録に残 
せないという欠点があるということに気づきました。 
 
なにかいい方法はないものかな～と考えているFujikenでした。 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「東経１３５度と明石天文科学館」 2004/3/9 No.172

------------------------------------------------------------------------------------------------ 
　


東経１３５度にある明石天文科学館が日本の標準時になっているのはご存知の 
通りだと思います。 
 
つまり、明石天文科学館で太陽が南中した時刻を１２時（正午）と決めている 
のです。 
 
では、東経１３５度をどうやって決めたのでしょう。 
 
測量の方法には、１，天文観測によるもの　２，測地（地図）によるもの 
３，ＧＰＳ（人工衛星による測量システム）によるものと３つあります。 
 
明治４３年（１９０３年）の京都大学のメンバーによる、天文観測によって、 
東経１３５度が決められたそうです。 
 
その後、ＧＰＳの登場・発達によって１２０ｍずれているのではという指摘が 
されましたが、現在もなお、天文観測による東経１３５度であるという立場を 
つらぬいているそうです。 
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また、世界標準時はイギリスのグリニッジ天文台ですが、これを決めるときに 
も、フランスのパリと競っていたそうです。 
１８８４年、ワシントン国際会議で、正式にイギリスに軍配が上がったそうで 
す。 
しかし、プライドの高いフランス人。イギリスとちょうど１時間の時差がある 
フランスなので、日本の明石と１時間ずれている豊橋と「時の町」として、 
友好を結んだそうです。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
明石天文科学館の付近には東経１３５度を示す石碑などがたくさんあります。 
 
道路石碑、人丸前駅の構内の壁、プラットホームなどいっぱいあります。 
 
写真がこのメルマガでは載せられないので残念ですが、興味のある方は下記の 
 ＨＰへ来て下さい。 
興味のある方はこちら→

http://fujiken2.hp.infoseek.co.jp

 
震災で一部損壊そた明石天文科学館も綺麗になって
また活躍しています。
幸いに一番上の天文観測所（天体望遠鏡）は
無事だったそうです。

-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■読者のメールより■ 
 
●「kayo」さんより　前号の「冬の星座と双眼鏡」について 
 
２０倍の双眼鏡でも、月の表面が見られるのですね。 
いいことを聞きました。 
「べっぷし」という覚え方。私もこういった方法で 
歴史の年代を、テストの直前に覚えて、 
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それが今でも覚えてます。 
なんだか人には恥ずかしくて言えないようで、 
けっこうこれが覚えられるんですよね。 
 
これからも楽しみにしています。 
 
→Fujikenより 
 
ベテルギウスとプロキオンとシリウスで「ベップシ」 
ちょっと好評いただきうれしいです。 
 
■今日のテーマ　　「ライト兄弟から１００年」 2004/3/16 No.173 
　
人間は、鳥のように大空を自由に飛びたいという夢を持っていました。 
 
１５世紀にレオナルド・ダ・ビンチは、鳥が空を飛ぶメカニズムを解明し、 
パラシュート、飛行機、ヘリコプターのスケッチを残しています。 
 
１７８３年には、フランスのモンゴルフィエ兄弟が発明した気球が、大空へ 
飛び立っています。 
 
そして、今から１００年前の１９０３年１２月１７日、アメリカのノースカロ 
ライナ州キティーホークという町でライト兄弟の弟オービルが操縦するフライ 
ヤー号が１２秒間、３６ｍの距離を飛行して、動力飛行に初めて成功しました。 
 
その後、人類は、大空だけでなく宇宙へも挑戦を行いました。 
 
ライト兄弟の初成功から約３０年後には、ドイツ（後にアメリカへ）のフォン・ 
ブラウンを中心にロケット開発が始まり、宇宙への挑戦のスタートが切られま 
した。 
 
そして、１９６１年４月１２日にロシア（当時ソ連）のガガーリンが人類史上 
初の宇宙飛行をしました。「地球は青かった」という言葉は有名です。 
 
１９６９年７月には、アメリカのアポロ宇宙船が月へ人間を送り込みました。 
 
現在は、地上４００ｋｍ上空に国際宇宙ステーションを中心に国際協力のもと 
に、月世界の恒久基地や火星探査などが計画されています。 
 
（明石天文科学館発行「めりじゃんめいと」参照） 
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■ちょっとコメント■ 
 
ライト兄弟から１００年の間にこんなに進歩するなんてすごいと思います。 
 
いやコンピュータの方がすごい！と言われる方もおられるのでは・・・。 
 
ライト兄弟についても、フォン・ブラウンについても１つのテーマとして 
 
取り上げても良い位なので、またいつか取り上げようと思います。 
 
レオナルド・ダ・ビンチについてはNo.129で取り上げていますので、 
 
ホームページのバックナンバーを参考にして下さい。 
 
バックナンバーはこちら→　http://www.eonet.ne.jp/~fujiken1/ 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■読者のメールより■ 
 
●「てくのぽけっと」さんより 
 
”ベップシ”の覚え方ですが、この項を眼にした時、 
少し寂しい気がいたしました。 
 
私はもう今年５３歳になりますが、中学生のころより 
天文に興味を持ち、反射鏡やマウントも自作した 
ことがあります。 
 
今は愛知県に在住していますが、３０歳過ぎまで 
いた大阪にいました。大阪ではほとんど暗い星が見えない 
のですが、星図片手に星座や星の名前を楽しく覚えた 
経験があり、今でもその時に覚えたことは 
忘れることがありません。 
 
知識として覚えたことではなく、興味のままに 
実体を伴って得ことは脳の深いところに記憶 
されるようです。 
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受験のための勉強、競争のための勉強に 
”天文”も対象になっています。 
 
私の子供も下の子が小学４年生です。ちょうど 
つい1週間ほど前に、「星座の動き」で、 
星座名、日周運動について、理科のテスト 
がありました。 
 
オリオン座は”正解”でしたが、日周運動の方向に 
ついてはバツでした。 
 
実物の星空を見、方位について同時に覚えて 
いたなら、オリオン座や日周運動はテストの対象 
にもならないほど、”実感”として身につくはずです。 
 
学校にもよりますが、プラネタリムに行き、 
時間を早めた擬似体験で天文の動きを勉強し、 
さらに実際の星空を観測すれば 
簡単に正解がわかるはずです。 
うちの子が通う学校ではプラネタリウム授業はやっておりません。 
機会があれば先生に進言しようかと考えております。 
 
若干横道にずれましたが、「ベップシ」として 
覚えるよりも、星図、または星座早見 
等を使い、実体とともに勉強すれば 
覚えようとしなくても覚えてしまいます。 
 
ただ知識として勉強する方法として 
”ベップシ”を使うのは寂しいと言うことです。 
 
→Fujikenより 
 
プラネタリウムや星座早見盤の利用は良いことだと思います。 
 
私の暗記方法にはいくつか意見があります。 
ひとつは、そんなこじつけないでいいのではないか。 
余計に覚えにくくなる、という意見とおもしろいという 
意見です。 
てくのぽっとさんのいわんとすることは分かるのですが、 
私は非常に暗記力に欠けています。それで小さい頃から 
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何かにこじつけて覚える習慣がついたのです。 
「べっぷし」もその一つです。 
恥ずかしい話しですが、私は今でもそう言いながら思い出しています。 
 
私の暗記方法に同感してくれる方はアンケートをとったことはありませんが 
半分くらいではないでしょうか？ 
後の半分の方は星座早見盤を見た経験からすぐに覚えることが出来る 
僕から言うと優秀な方なのだと思っています。 

------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「握手ミラーと大型万華鏡」 2004/3/23 No.174

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
滋賀県大津市科学館での面白い展示を紹介します。 
 
まずは、「握手ミラー」 
 
穴の中に手を入れて手を握ってみると自分の手があたかも握手しようとして 
くるのですが、出来たつもりが握れない！？ 
 
これは、凹面鏡の原理を利用した装置で、なかには球体を半分にした鏡が入っ 
ていて、自分の手と握手できそうでできないという不思議な鏡です。 
 
次に、「大型万華鏡」 
これは、単に縦１ｍと横５０ｃｍの大きな平面鏡が３枚向かい合わせになるよ 
うに付けられていて、下から人が入ってみるというものです。 
 
小さな万華鏡から想像できたのですが、中にはいるとビックリ、私の上半身が 
四方八方から見えて、ざっと１００人くらいが見えるのです。 
 
これにはビックリしました。そして、普段は鏡で前からしか見ていない自分の 
顔が横、斜め後ろから見ると、なんと大きな頭なのでしょう！ 
これにはたいへんショックを受けました。 
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■ちょっとコメント■ 
 
３月１３，１４の土、日をつかって、妻と久しぶりに夫婦旅行をしました。 
 
夏休み以来だったので、とても久しぶりのような気がしました。 
 
そこで、旅館は琵琶湖湖畔の雄琴温泉、琵琶湖近辺の科学館をインターネット 
 
で調べて、大津市科学館と、滋賀県立琵琶湖博物館に行くことにしたのです。 
 
今回はそのレポート１回目。大津市科学館のプラネタリウムは改装のため見れ 
 
ず、３月２０日（土）から始まるとのこと。（２１，２２日は休館です） 


１週間のずれでおしかったです。 
 
しかし、中の展示室にいろいろおもしろいものが置いてありました。 
 
その一つが、鏡を利用したもので、凸面鏡では細く見えたり、短足に見えたり、 
 
凹面鏡では、細長くみえたり、太く見えたり、よくある展示だなと思っていた 
 
ら、この「握手ミラー」と「大型万華鏡」があったのです。 
 
この二つは初めてだったので、とても面白かったです。しかし、大型万華鏡を 
 
見た妻に「あなたの太さ加減がわかったでしょ！」と、言われてしまいました。 
 
言われるとおり「まさに熊の軍団！」だったので、家に帰ってから読者の方には 
 
批判の多かった「おにぎりダイエット」を再開しました。 
 
それにしても、よう太って醜いな～（自分への嘆き・・・涙） 
 









67





------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「春の大曲線と大三角形」 2004/3/30 No.175

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

冬の星座として有名な「オリオン座」「ふたご座」は、４月になると夕暮れ時 
には、大部西の空に傾いています。 
 
生命の息を吹き返す暖かい春が訪れると、北の空にはひしゃくの形をした 
「北斗七星」を含む「おおぐま座」が大部高いところに見えるようになります。 
 
そのひしゃくのカーブをたどっていくと「うしかい座」のアークトゥルス、 
「おとめ座」のスピカが見つかります。 
 
この大きなカーブが「春の大曲線」です。 
 
そして、この二つの一等星と、「しし座」のデネボラをつなぐと 
「春の大三角形」が描けます。 
 
文章だけでは、分かりにくいでしょうから、星座早見盤や科学雑誌Newtonに 
載っているその月の星図などを参考にしてぜひご覧になって下さい。 
 
「おとめ座」は、農業の女神アストリアの姿であると言われています。 
 
その左手にもつ麦の穂先に輝く青白い星「スピカ」は「収穫の星」と 
言われています。 
 
今年の４月には、西には宵の明星（金星）が明るく輝いています。 
 
また、ふたご座の所に土星が、しし座の所に木星が見えるはずです。 
 
（大津市科学館パンフレット　参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
冬の大三角形は有名で、よく見ることが出来るのですが、今回紹介した 
 
「春の大曲線」「春の大三角形」はプラネタリウムなどでは、よく話しを 
聞くのですが、なかなか見えません。 
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その第一に星図を持って見ていないこと、大阪では星が見にくいことなどが 
 
あげられると思います。 
 
さて、２０倍の双眼鏡で宵の明星を見てみました。果たして半分の形に 
 
見えるか？ 
 
結論のはＮＯ！でした。手で持っているのが関係してどうしても一点に止ま 
 
りません。そして、点にしか見えないのです。 
 
月のクレーターは見えるのに、双眼鏡ではそれぐらいなのでしょうか・・？ 
 
四季の星座の覚え方はバックナンバー109号にありますので、参考にして 
 
下さい。→　http://www.eonet.ne.jp/~fujiken1/ 
 
冬は「オリオンはふたごだった」春は「美女と野獣？」でしたよね。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■読者からのメールより■ 
 
●「匿名」さんより 
 
172号について意見を述べさせていただきます。 
本筋とは関係のない話の部分なのですが、明石と豊橋が時差一時間と 
いうのに違和感を感じました。神戸と名古屋で時差が1時間だと、 
北海道から沖縄ではかなりの時差になってしまいますから。 
 
で、地図帳を開いてみたところ、明石と豊橋の経度の差は約2.5度で、 
時差は10分ほどでした。そこで、フランスについても調べると、イギリスと 
の時差は国際的に1時間と決められていますが、パリの経度は実際には 
東経約2.5度で、正確には約10分の時差しかない、といえるようです。 
 
→Fujikenより 
 
経度を調べて下さってありがとうございました。 
言われてみると、ちょっと神戸と名古屋で１時間の 
時差は大きすぎますね。 
でも、イギリスとフランスも経度２．５で１時間の時差。 
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これはどうしてなのでしょう？ 
不思議ですね。 
誰か何か知っておられる方の情報をお待ちしています。 

------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「ブラックライトで白い服が光る？」 2004/4/6 No.176

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
前回に引き続き、大津市科学館での展示の一つに不思議なものがありました。 
 
それは、小さな部屋にはいると暗いのですが、私の着ていた白いジャンパーが 
光って見えるのです。 
 
その色は不思議な色で、青紫っぽい白色というのでしょうか？ 
 
とにかく、なぜ光っているのかが分かりませんでした。 
 
そして、展示の説明文を読むとこうかいてありました。 
 
これは、ブラックライトと呼ばれる紫外線を含むライトがあたっているからで、 
紫外線は目には見えないのですが、蛍光塗料などにあたると光って見えるのです。 
白い服が光るのは洗濯で使う洗剤の中に蛍光剤が入っているためです。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
赤から紫までの可視光線の外側には、赤色より波長が長い赤外線と紫色より 
 
波長の短い紫外線があります。赤外線は、おもに熱を伝えるので熱線とも 
 
呼ばれます。一方、紫外線は化学作用を起こすはたらきを持っています。 
 
赤外線、紫外線とも可視光線の範囲を超えているので、目には見えません。 
 
よく、赤外線こたつが赤い色の光を出しているのでは、赤色の可視光線と 
 
共に赤外線を出しているのと、不思議なもので暗い、赤外線だけより人は 
 
赤い色を見ているだけで暖かく感じるという心理効果もあるそうです。 
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さて、今回のブラックライトで白いジャンパーが光って見えた時は、ビッ 
 
クリしたのですが、説明を読むとなるほど蛍光塗料が光っているのを知っ 
 
て納得しました。 
 
蛍光灯も実はガラスの内側に蛍光塗料が塗ってあってそこに 
 
電子（プラズマ？）が当たって光る原理を利用しています。 
 
余談ですが、蛍光灯が割れると大きな音がするのは、蛍光灯のなかは電子が 
 
飛びやすくするために真空にちかい状態にしているため、割れると外圧との 
 
差で激しくガラスが割れるからであるという事はご存知だと思います。 
 
エジソンが白熱電球を作ったときも、炭素をフィラメントにした時にすぐに 
 
切れてしまうのは電球の中の酸素による酸化が原因だということで電球内を 
 
真空に近くする工夫をしています。くわしくは、No.25でエジソンについて 
 
取り上げていますので、バックナンバーを参考にして下さい。 
 
バックナンバーはこちら→ http://www.eonet.ne.jp/~fujiken1/ 

------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「細胞の発見から細胞説まで」 2004/4/13 No.177

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
生物体の細かなつくりを見ようとする試みは古くから行われてきましたが、 
その方法がなかったため成果が長い間ありませんでした。 
 
1650年代に、ヤンセン父子によって顕微鏡が発明され（これには諸説がありま 
す）、人々は自製のの顕微鏡でいろいろなものを観察しました。 
 
イギリスのロバート・フックもその一人で、コルクのせん、木炭、しだの葉柄 
などを観察し、コルクの切片でみたハチの巣のような小部屋を「細胞」(cell) 
という名を付けて、これらの観察をまとめて「顕微鏡図譜」として1665年に 
王立協会に提出しました。 
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これが「細胞の発見」であり、つづいて、グリュー、レーウェンフック、 
マルピーギらによって細胞の観察が行われました。 
 
1833年には、イギリスのロバート・ブラウンが核を発見し、同年、日本の 
宇田川が「理学入門植物啓原」という書物を著して、この中に初めて「細胞」 
ということばをつかったのでした。 
 
1838年、ドイツのシュライデンは植物について、シュワンは動物について、 
それぞれの生物体はその構成の基本単位として細胞をもつことを確かめて 
「細胞説」が確立したのでした。 
 
（「生物の核心」（文研出版）参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
４月に入り入学式・始業式が終わり、そろそろ授業が始まるころですね。 
 
今年は桜の開花が少し早く、入学式や始業式には散ってしまうのかなと思って 
 
いましたが、なんとか大阪では散らなかったのでホッとしているのは私だけ 
 
ではないと思います。 
 
話はそれましたが、この４月の当初に１年なら野草や桜の花の観察などをし、 
 
３年はタマネギやほおの粘膜の細胞の観察をします。 
 
私はその際、いつもこのロバート・フックのコルクの細胞の観察の話をします。 
 
実は細胞壁だけをみていたわけですが、こういう科学者のおかげで科学は進歩 
 
してきたのだよ、と教えたいのです。 
 
今回は、シュライデンやシュワンの「細胞説」までをまとめてみました。 
 
では質問です。ヒトの細胞はおよそいくつの細胞で出来ているでしょうか？ 
 
ア、６兆個　　イ、６０兆個　　ウ、６００兆個 
 
答えは・・・イの６０兆個でした。 
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１つの細胞の受精卵が６０兆個になるのですからすごいですね。 
 
それぞれの細胞が、形やはたらきが違うのですからこれまた「生命の神秘」の 
 
１つだとつくづく思います。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者のメール」より■ 
 
●「てくのぽけっと」さんより　　前回の蛍光灯の原理について 
 
「ちょっとサイエンス」Ｎ０．１７６の以下の下り、 
 
・・・蛍光灯も実はガラスの内側に蛍光塗料が塗ってあってそこに 
電子（プラズマ？）が当たって光る原理を利用しています。 
 
とありますが、蛍光物質に直接電子が当たるの 
ではなく、電子は一度「水銀原子」に当たり、 
励起された水銀が紫外線を発し、その紫外線が 
蛍光物質を励起し、蛍光物質が可視光線を 
発するのです。 
つまり、蛍光染料が染みた、シャツと同じ原理です。 
 
→Fujikenより 
 
「てくのぽけっと」さんからは、さらに原子の励起状態から基底状態へ 
 
遷移するときに光を発するという、さらに高度な説明もありました。 
 
その他の方からも同じ様なご指摘がありました。ありがとうございます。 
 
「ちょっとサイエンス」は皆さんからのメールに支えられていますので 
 
これからもよろしくお願いいたします。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「春の野草の観察」 2004/4/20 No.178

------------------------------------------------------------------------------------------------

 
　
いよいよ、中学１年生の理科の授業が始まりました。 
 
一番最初に行うのは野草の観察です。 
 
野草は文字通り「野に生える草」ですが、よく見るととてもきれいな小さな花 
を咲かせているものも多いのです。 
 
チューリップやパンジーは野草とはいわず、植えた園芸種といいます。 
 
春の野草の中で一番、目につくのはタンポポです。春だけではなく違う季節に 
も花を咲かせているのを目にすることもあります。 
 
このタンポポは大きく分けると、古来から日本に生息している在来種の「カン 
サイタンポポ」（注：日本の生息地によって名前が変わります。）と、外国か 
ら入ってきて生息域を伸ばしてきた外来種の「セイヨウタンポポ」です。 
 
見分け方は、花のつけねのがくのようなもの（総ほう）が、そりかえっている 
のが「セイヨウタンポポ」で、そりかえらずうえにすっとくっついているのが 
「カンサイタンポポ」です。 
 
このタンポポの調査は毎年行われているのですが、セイヨウタンポポのしめる 
割合が年々大きくなっています。 
 
生存競争ではセイヨウタンポポの方が上なんですね。 
 
あと、面白い名前が付いているのが「オオイヌノフグリ」です。 
 
青紫色の小さくきれいな花を咲かせるこの野草の名は、実（？）が男子の睾丸、 
簡単に言えば金○（ゴールデンボール）の形に似たハート型をしていて、睾丸 
のことをフグリというので、大きなイヌの睾丸という意味なのです。とても 
面白い名前ですね。 
 
あとよく間違えるのが、「オランダミミナグサ」と「ハコベ」です。 
 
オランダミミナグサは葉に耳にあるうぶ毛のようなものがあり、ハコベは毛が 
なくつるつるした葉が特徴です。 
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■ちょっとコメント■ 
 
生徒に「この学校にカンサイタンポポがあるよ、探してごらん。」と言うと 
一生懸命探します。そして「見つけた」と言ってよく間違えるのが「ハルノ 
 
ノゲシ」の仲間です。花はタンポポとよく似ていますが、葉がタンポポは 
 
ロゼット型といって地をはうように広がるのですが、ハルノノゲシは茎を 
 
伸ばし葉が地上より上についています。しかし、花だけ見ると総ほうが 
 
くっついているので、カンサイタンポポと間違えやすいのです。 
 
それに「ハルジオン」と「ヒメジオン」の区別は難しいです。 
 
４月の頃はつぼみがたれ下がっているハルジオンが多く、つぼみが垂れ下が 
 
らないヒメジオンはもう少し時期が遅くなります。最後の手段は茎を折って 
 
中身を見ると空洞になっているのがハルジオンで中身が詰まっているのが 
 
ヒメジオンです。私は「ヒメに穴なし、ハルに穴あり。」と覚えています。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者のメール」より■ 
 
●「りんご」さんからの質問です。 
 
Fujiken様 
 
こんにちは☆ 
 
いつも楽しく読ませていただいてますo(^-^)o 
 
ところで、先日の細胞に関してのお話を読んで、思い出したことがあります。 
 
私が大学生の頃、生物関係の講義で下記のような宿題が出たことがありました。 
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「細胞内の核は、なぜ重力に逆らってその位置をキープできているのか？」 
 
（細胞内で核が下方にかたよらず、常に中心付近に位置しているのはなぜか？） 
 
この課題の答え合わせの回の講義に欠席してしまい、 
 
また、そのときは深くは考えなかったので、いまだにナゾのままです。。。 
 
どうしてなんでしょう？？？ 
 
答えをご存知でしたら、ぜひご一報をm(_ _)m 
 
→Fujikenより 
 
私にはその理由が説明できません。 
 
私は、何かの細胞をスペーシシャトルの中の無重力の中で観察したときの 
 
違いを見てみたくなりました。 
 
何かよく知っている方からの情報をお待ちしています。 
 
メールはこちら→ fujiken200605@ares.eonet.ne.jp 

------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「滋賀の大地ができるまで」 2004/4/27 No.179

------------------------------------------------------------------------------------------------

琵琶湖の北部の伊吹山は石灰岩で出来ています。

この石灰岩はフズリナ、サンゴ、ウミユリ、などから出来ていることから、
遠い昔、この地層が出来た頃は、赤道付近の海であったと考えられます。

また、チャートもあることから放散虫などのすむ南の暖かい海で出来たと
考えられます。

この地層が出来たのは今から２億年くらい前の古生代・中生代のころで、
その地層が海洋プレートにのって少しずつ北へ移動してきたのです。

そして、海洋プレートが大陸プレートの下へもぐる７千万年前には、
多くの火山活動があったと考えられています。
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その時、たくさんの火砕流が出て中心部分がかんぼつしたカルデラとなり、
火山活動がおさまり、地下に花コウ岩できたのです。

そしてさらに、カルデラの回りが隆起し伊吹山などをつくったのです。

そのため、伊吹山には火砕流が冷えて固まったと考えられる溶結凝灰岩、
別名「湖東流紋岩」が見られます。

（滋賀県立琵琶湖博物館の展示より）

-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-

■ちょっとコメント■

琵琶湖博物館はとても素晴らしい所でした。

博物館自体がとても大きく、中にミニ水族館があり、またちょっと離れた

ところに草津市立水生植物公園「みずの森」もあり、ゆっくりみてたら、

２時間くらいはたってしまいそうな所でした。

「滋賀県にこんな立派なミュージアムがあったんだ～！」と驚きました。

今回のテーマは私も興味があったので、ビデオの前でノート片手に何回も

何回も聞いてメモをしたものです。

もしかして、ビデオの前で必死にメモをとっていた中年のおじさんをみか

けたとしたら、それは Fujiken だったかもしれませんよ！

-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-

■「読者からのメール」より■

前回の「りんご」さんからの質問、「細胞内の核はなぜ、重力にさからって
常に中心付近に位置しているのか」についていろいろな意見が集まりました。
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●ＮＣさんより

或る種のバクテリアが磁力で方角を感知するのは、その微細な
スケールの為、重力の影響を受け難いからだという説を聞いた
覚えがあります。手元に資料が無いので細胞の核がどれほど小
さいのか知りませんが、最大のバクテリアは7立方ミクロンだ
そうです。もし、核がそれに近似したスケールでしたら、単純
に「重力の影響を受け難いから下方に偏る事は無い」と言って
は少々強引でしょうか。素人考えでした。

●Ｍさんより

①核が重くないからじゃないですか。
細胞質は、勿論ただの水ではなく、電解質だし、ＡＴＰやら、ＡＤＰやら、
酵素やら、酸素やら、いろいろなものが溶けています。相対的に核は、細胞の
なかで普通の重さなんだと思います。

②核の周りの膜の表面積が大きいという考えはどうでしょうか。細胞質と
物質をやりとりするのですから、かなり表面積が大きいのだとおもいます。
表面積が大きければ、水中で抵抗ができますよね。

③細胞質の粘度が高いというのもありですかね。

④細胞は常に振動しているので、端っこに寄ることがなく、真中へんにいると
いう考えもありかも。

私がかんがえついたのは以上ですが、他にも理由がありそうです。おそらく、
たくさんの理由の複合だと思います。
だって、生物は、ひとつの理由で変化してきたわけではないから。

→Fujikenより

たくさんのご意見ありがとうございました。

年度当初で時間がなく、みなさんに返事が出来ないことをお詫びいたします。
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「今の琵琶湖ができるまで」 2004/5/4 No.180

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
琵琶湖は、今の三重県上野盆地に誕生した大山田湖にまでさかのぼることが 
できます。（約４００万年から３２０万年前） 
 
そのころは、断層の活動によって数キロメートル四方のくぼみがいくつもでき、 
盆地が形成されました。 
 
盆地の低いところにしだいに水がたまり、大山田湖が誕生しました。 
 
その後、土砂によって埋めつくされました。 
 
地層からでる化石は、当時の気候が亜熱帯性であったことを示しています。 
 
その後３００万年前には大山田湖付近に阿山湖という浅い湖、２５０万年ころ 
には阿山湖の北方に甲賀湖という岸辺に山が迫る深い湖が出来、甲賀湖は隆起 
し消滅するまでの約２０万年間、古琵琶湖のなかで最も安定した湖でした。 
 
２５０万年～１８０万年前、あちこちに湖沼や湿地ができ、これを 
「蒲生沼沢地（がもうしょうたくち）」とよび、しばしばおこる洪水によって 
一時的に湖ができましたが、しだいに干上がり、メタセコイヤなどの大木が 
茂る森林が広がりました。 
 
１００～４０万年前に堅田（かたた）湖が出来、今の琵琶湖の一部が出来始め 
たのでした。 
 
（「湖と人間」滋賀県立琵琶湖博物館発行　参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
これらの、琵琶湖のおいたちは、地層から出てくる化石などからわかってきた 
 
ことです。さらにボーリング調査といって、地下１０００メートルくらいを 
 
掘って出てきた資料（コア）から、地層や化石を調べて分かってきたことです。 
 
前から、「琵琶湖は昔はもっと前には南の方にあって、だんだん北上してきた」 
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ということは知っていました。 
 
私の今回のレポートはそれを年代と位置とその頃の様子をまとめたものですが、 
 
科学の基本である「なぜそうなったの？」という問いの答えはみつかりません 
 
でした。しかし、子どものようにその理由を知りたがるという気持ちを持ち 
 
続けることは、科学を勉強するときの基本だと思いますが、すぐに答えられな 
 
い事も多いのも事実だと思います。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者のメール」より」■ 
 
前回に続き「細胞内の核はなぜ、重力に逆らって常に中心付近に位置している 
のか」という問いに対していくつかメールをいただきました。 
 
●「かよ」さんより 
 
細胞内には、「小胞体」ってありますよね。最近の高校生物の教科書からは 
消えてしまった用語ですが。（理系用教科書にはのっていますよね？） 
よく絵にみるのは、核の周囲にちょとりとあるだけですが、 
実際は細胞質全体を広く埋めるように広がっています。しかも、小胞体の膜は 
核膜と繋がっています。 
 
さらに、「細胞質の粘度が高いのでは」とありますが、細胞には「細胞骨格」 
という、早い話がタンパク質の線維で埋まっています。粘度というよりは、 
そのタンパク質の重合、脱重合で形や内部の流動性が決まってきます。 
 
以上の二点から、核が容易に移動するのは難しいでしょう。 
 
満員電車の中に像が一匹いてその電車が傾いたとしても、その像は 
 
動けないですよね。 
 
●Ｙさんより 
 
「細胞は細胞膜のカプセルに小器官や液体を詰め込んだだけのもの」 
というイメージがそもそも違うと思います。 
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細胞内は細胞質流動を見ても分かるとおり常に動いています。 
核分裂をするときもダイナミックな動きがありますよね。 
おそらく化学反応を活発に行うためには細胞質流動などの仕組みが 
必要なのでしょう。 
 
細胞内には微小管と呼ばれる管がたくさんありますから、 
これが小器官を支えているのではないでしょうか？ 
なにか固定する仕組みがないと、 
核が原形質流動で流されてしまう気がします・・・。(^^;; 
 
●「石水雀」さんより 
 
私の意見もただの推量ですが、細胞の透明な部分にあって細胞の形を保つ 
細胞骨格が核の位置を中心に固定している、と考えれないでしょうか？ 
そもそも細胞骨格というものがどのくらいの強度なのか私にはさっぱり 
なのですが、形を保つ、というところからこのことを連想できたので。 
 
→Fujikenより 
 
予想以上に反響の多かったこの話題。 
 
それぞれに意見にそれぞれの説得力があるような気がします。 
 
答えはひとつではなく、いろいろな原因が重なったからだと思います。 
 
みなさん、どうもメールありがとうございました。 
 
これからも、よろしくお願いいたします。 

-----------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「草津夢風車」 2004/5/11 No.181

----------------------------------------------------------------------------------------------- 


　
琵琶湖博物館から車で２，３分の所に、草津市立水生博物公園みずの森という 
 
ロータス（ハスやスイレンの総称）の公園があります。 
 
そこに大きな風車が一台あります。 
 
これが風力発電を行う「草津夢風車」です。 
 
高さが９５ｍもあり、２５階建てのビルの高さです。 
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発電可能風速は毎秒３～２５ｍで、定格風速は１１．６ｍで、 
 
定格出力は１５００ｋＷです。 
 
年間予想発電量は１２０００００ｋＷｈで、一般家庭３２０世帯分になります。 
 
風車による発電力がロータス館の使用電力を下回るとき、関西電力から不足分 
 
を買電し、上回るときは関西電力へ余剰分を売電するしくみになっています。 
 
草津市が環境問題に取り組んでいるシンボルとなっています。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
この風車はものすごく大きくポツンと建っていたので、後で行ってみようと 
 
みずの森公園へ行ったときにパンフレットをもらいました。 
 
原子力以外の環境にやさしい発電が静かなブームになっていますが、この風車 
 
総工費３億円だそうですから、なかなか簡単にはいかないようです。 
 
私がみずの森公園にいた間、風車は回っていませんでしたから、予想発電力を 
 
大部下回るのではと思ってしまいました。 
 
家庭の屋根に太陽光発電機をつけて、家の使用発電力によって、夢風車のよう 
 
に関西電力から電気を売買するという話をきいたことがありますが、こちらの 
 
方が我々の出来る環境に優しい発電方法の一つだと思いますが、皆さんはどう 
思われますか？ 
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■「読者のメール」より■ 
 
●「トーモン」さんより 
 
時々、テレビや新聞に出る、火星や月の隕石から新発見なんて、ありますが、 
 
どうして、その隕石が火星や月の物だと分かるのですか？ 
 
いつも、疑問に思っています。よろしくお願いします。 
 
→Fujikenより 
 
「火星の隕石から微生物を発見！」というニュースにはびっくりしましたよね。 
 
私もトーモンさんと同じ疑問を抱きながら科学雑誌「ニュートン」を読んでい 
 
ましたら、その答えが載っていて納得したのですが、物忘れのひどいFujiken 
 
は正確に思い出せません。隕石を分析すると火星独特の成分が発見されるという 
 
内容だったように思います。すみません。よく知っている方の情報をお待ちして 
 
います。 

--------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「兵庫県の玄武洞」 2004/5/18 No.182

-------------------------------------------------------------------------------------------- 


　
兵庫県北部城之崎の手前に「玄武洞」があります。 
 
ここに見られる玄武岩の柱状節理の景観はみごとなもので、古くから有名で、 
文化４年（１８０７年）儒学者、柴野禄山によって「玄武洞」と名付けられ 玄武岩という岩石の名の元になりました。 
 
玄武洞の柱状節理はところてんを押し出したかのような景観です。 
 
玄武洞のマグマは１２００度位の柔らかいマグマであったと考えられ、 
柱状節理はマグマの冷却が急速ではなく、徐々に行われ、六角柱のような形 
になった考えられています。 
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玄武洞が出来た１６０年前は磁性鉱物の研究から現在の地磁気と逆である 
ことが発見され、大陸移動の発見の仕組みへつながっていきました。 
 
昭和６年（１９３１年）玄武洞は国の天然記念物に指定され、昭和３８年 
には周辺一帯が山陰海岸国立公園に指定されて、整備が進められています。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
玄武洞は今回で２回目の訪問なります。 
 
１回目は１５年ほど前だったので、記憶が薄らいでいましたが、今回は 
 
柱状節理の説明も少し勉強して帰ってきました。 
 
５月のゴールデンウィークの夫婦旅の一節です。 
 
「よー夫婦で旅行いくな～！」と思われるかも知れませんが、 
 
その通り、最近は夫婦旅が楽しみです。 
 
玄武洞へ行く途中で出石によって「出石の皿そば」を食べました。 
 
そば湯でめんつゆまでいただいて満足でした。 
 
それにしても、玄武洞が玄武岩の由来になっていた事は初めて知り、 
自分で驚いています。 
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■「読者のメール」より■ 
 
●「プレーリー」さんより　　省エネ発電について 
 
　再生可能なエネルギーシステムとは、水素電池をメインにして太陽光発電 
や風力発電などが組み合わされたシステムとなるのではないか、と考えてい 
ます。 
太陽光や風力による余剰電力で電気分解により水素を作り出し、それを蓄積 
するのです。 
電気エネルギーは蓄積できませんでしたが、水素に変換することにより蓄積 
が可能となりますよね。 
屋久島では太陽光ではありませんが、ダム利用の水力発電にて得られた電力 
で水素を作るプラントが計画されているとか新聞に載っていましたね。 
大量の水素の貯蔵には危険性が論じられますが、水素化合物などの固体化 
技術の進展によりこの問題はクリアされるものと思います。この点は水素 
エンジン搭載車や燃料電池車などの実現には必須の技術ですから、 
２、３年くらいで実用化されると思います。 
 
→Fujikenより 
 
水素を蓄積して「燃料電池」として使うのですね。 
 
夢のような発電シシテムに徐々に移行しているのを感じます。 
 
プレーリーさん、ありがとうございました。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「城崎マリンワールドのセイウチとトド」　2004/5/25 No.183

-------------------------------------------------------------------------------------------------

 
　
志賀直哉の「城崎にて」で有名な城崎温泉は、湯の町情緒と文学歴史の町の 
情緒をもち、七つの名湯をめぐる外湯めぐりが有名です。 
 
そんな温泉町の近くの海岸線沿いにあるのが「城崎マリンワールド」で、 
イルカやアシカのショーのある大きな水族館です。 
 
イルカのショーではイルカの頭の上にある鼻が見えないか、そんな場面は ないかと注意して観ていましたが、そんな場面はなく、ショーの終わり頃 
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「ミス城崎」の紹介というところで、セイウチが出てきました。 
 
セイウチがショーに出るのを観るのは初めてで、大きな体で体を横に向か 
せる位しか出来ませんがとても目立っていました。 
 
その帰り道、トドはセイウチとどのように違うのか観てみようと、水族館

の中を探していたら、いましたトドが。大きな水槽に入っていて、水面を 
泳いだら下にもぐってまたもとの所へ行くという泳ぎの繰り返しで、その 
姿、形はよく分かりませんでした。 
 
家に帰り調べてみると、トドはアシカの大型と考えてよく、セイウチは 
 
犬歯がキバのように出ているのが特徴で、トドはアシカ科、セイウチは 
 
セイウチ科に分類されます。 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
私はお腹が出ていて太っているのはご存知だと思いますが、その私がソファー 
 
に横になると、子どもに「トドみたい！」と言われるのです。 
 
それで「トド」が気になっていたのですが、実際見ると、割とスマートで、 
 
どちらかというと私は「セイウチ」の体の方に似ているような気がします。 
 
「ミス城崎」と言われたときは、どんなきれいなお姉さんが出てくるのかと 
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思っていた純粋な私でした・・・。 
 
見て回る時間があまりなく、もったいない気もしました。やはり２時間は 
 
予定しておくといいでしょう。 
 
セイウチとトドの写真はこちら→　http://fujiken2.hp.infoseek.co.jp 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者からのメール」より■ 
 
●「匿名」さんより　　「玄武岩の名前について」 
 
玄武とは　京の守り神の一つで　亀のようなものです。 
 
玄武岩は柱の断面が六角形であることが多く亀の甲羅に似ていることから 
 
その名前になったと聞いていますが？ 
 
→Fujikenより 
 
語源はそこからきていると思います。その語源から、儒学者柴野氏が 
 
名付けたのでしょう。 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「天橋立の眺望」 2004/6/1 No.184

----------------------------------------------------------------------------------------------

 
　
天橋立は京都府北部宮津湾にある全長３．３ｋｍもある砂嘴（さし）で、白浜 
青松の景勝地で、宮城県中部の丘陵の東部が沈降して形成され松島と、広島（ 
安芸）の宮島（厳島神社）とあわせて日本三景と呼ばれています。 
 
砂嘴（さし）は沿岸流や波浪によって運ばれた砂れきが、海岸から細長く堆積 
してできた地形で、静岡県の三保の松原なども有名です。 
 
眺望としては、北岸の成相（なりあい）山、傘松公園からの眺望が良いとされ 
ています。 
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■ちょっとコメント■ 
 
沿岸流とは、海の波とは別に、沿岸から離れたり、沿岸に沿ったりと、複雑な 
 
流れをするもので、砂嘴（さし）は永い時間をかけて出来たものだと思います。 
 
私が、小学校の臨海学校で白浜の方へ行ったとき、海へ入ったらその沿岸流に 
 
流されて沖へ沖へと遠ざかっていき、見つけてくれた先生に助けられたという 
 
想い出があります。 
 
私が天橋立を見た場所は「飛龍観」といって東側の丘陵からでした。 
 
とてもよく見えて、「名勝・股のぞき」と書いてあって股からのぞいてみたの 
 
ですが、何がどう見えるのかよく分かりませんでした。 
 
きっと砂嘴（さし）が天の方へ伸びていくように見えるのではないでしょうか。 
 
その日はゴールデンウィ－クで、人が多く、リフトに乗るのに４０分くらい 
 
かかりました。リフトの乗るのも久しぶりだったので、とても気持ちが 
 
良かったです。 








88





------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「琵琶湖の在来種のタンポポ？」 2004/6/8 No.185

------------------------------------------------------------------------------------------------

 
　
タンポポといえば、誰もが知っている野草ですが、大きく分けると古来から 
日本にあるタンポポ（在来種）と、外国から日本に入ってきた「外来種」とが 
あります。 
 
外来種のタンポポは「セイヨウタンポポ」といい、花のがくにあたるところ 
（タンポポはキク科で、小さい花が集まって出来ています。）を「総ほう」と 
いうのですが、その外側の部分が反り返っているのですぐにわかります。 
 
一方の在来種のカンサイタンポポなどは総ほうの外片が反り返らず、見た感じ 
で言うと、セイヨウタンポポは力強さを、カンサイタンポポはやさしさを感じ 

させます。 
 
大阪府では毎年このタンポポの調査を行っていますが、セイヨウタンポポの

方が、毎年少しずつ増えてきていて、地域で言うと４：１位の割合でセイヨウ 
タンポポの方が多くなっているところが多くなっています。 
 
さて、私は先日、中学２年生のキャンプの引率で琵琶湖に行ったのですが、 

とても変わったタンポポ？を見たのです。 
 
柄がとても長く、タンポポのようでタンポポでないかもしれません。 
 
総ほうの外片が反り返っていなかたので、琵琶湖周辺の在来種のタンポポだと 
思います。 
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■ちょっとコメント■ 
 
とりあえず写真を見て下さい→ http://fujiken2.hp.infoseek.co.jp 
 
何か知っている方がおられたらメールお待ちしています。 
 
この日はマウンテンバイクでサイクリングしたのですが、私はスタート地点に 
 
近い所の立ち番で、最後のグループが過ぎてからみんなが到着して食べている 
 
ジェラート（アイスクリーム）を目指して追いかけたのですが、着いたときに 
 
「じゃ、１班出発するぞー！」という号令がかかり、ジェラートをあきらめ、 
 
来た道を急いで戻ったのでした。とほほほほ・・・。 
 
しかし、コバン草や、ツユクサなどが道沿いに見られてとても気持ちの良い 
 
サイクリングでした。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者からのメール」より■ 
 
●「ハタヤン」より　　天の橋立について 
 
毎週楽しみに読ませていただいています。　ありがとうございます。 
 
天の橋立の事ですが、この何年か、あの松並木の砂がだんだんしんしょく 
されていってるそうなんです。　 
それにマツクイムシの被害もかなりひどくて、保存が大変らしいです。 
 
雪が降った時にまた一度行ってみてください。　 
ちがったふうに見えてそれなりにきれいだと思います。　 
あの松並木を歩いて見られると言うのもいいですよ。 
 
→Fujikenより 
 
天の橋立の雪景色、寒そうですが、とてもきれいでしょうね。 
天の橋立は通れるらしいことは知ってましたが、一度通ってみたいですね。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「琵琶湖のタンポポ？は『ブタナ』」 2004/6/15 No.186

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
１８５号で紹介した「琵琶湖の在来種のタンポポ？」についてたくさんの方 
 
からメールがあり、あれは『ブタナ』というタンポポに似ているけれども違う 
 
種類の植物であることがわかりました。今号は寄せられたメールを紹介します。 
 
●「栗田」さんより 
 
今回の柄の長いタンポポの写真みました。 
この花は多分、「タンポポモドキ」又は「ブタナ」という 
名前の花ですね。 
 
北海道とかの牧草地では、6月～7月にかけてよくみることが 
できます。もちもん本州でも牧草地や草原、芝生のなどの 
日当たりの良い場所で多く見られます。 
 
●「Iwabuchi」さんより 
 
写真の草はブタナだと思われます。 
ヨーロッパ原産のキク科の花です。 
道路沿いにどんどん広がってきています。 
 
旅行にいくと植生が変わって面白いですね。 



 
●「野田さん、本多さん」より 
 
これは、れっきとした帰化植物で「ブタナ」（フランス語名が豚のサラダ 
なのだそうです）と呼ばれている植物です。金沢でも、旧癌研付属 
病院の構内にはたくさん茂っています。 
 
花茎が枝分かれしているのが特徴です。 
 
全くの素人さんは、こういうものを在来タンポポと思ってしまいますので、 
アマチュアを動員したタンポポ調査などでは、そのデータはかなりいい加減な 
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ものといわなければなりません。さらに困難なのは、在来タンポポとセイヨウ 
タンポポの雑種が最近増えています。ですから、「タンポポ調査」というのは、 
簡単で面白そうですが、じつは大変難しいものなのです。 
 
ブタナについてもう少し詳しく説明しますと、 
 
学名 Hypochoeris radicata　L. の Hypochoeris は hypo（のため）＋ 
choeros（子豚）、radicata は（根を有する）の意味です。すなわち、 
「子豚のための根を有する」という意味になります。豚がこの植物の根を好む 
ことによると言われています。 
 
日本の帰化植物（平凡社）や野に咲く花（山と渓谷社）では、北村四郎に 
よって兵庫県六甲山に帰化したものにフランス語名（Salade de pore　 
ブタのサラダ）を訳してブタナ（豚菜）の名が付けられた、とあります。 
 
実際に豚が好むかどうかは分かりませんが、「豚菜」は決して差別的な表現 
ではなく、この植物の性質を表した良い名前だと思います。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
私は中学の理科の先生ですが、生物と地学は特に苦手です。そんなことを 
 
言って逃げてはいけないというお叱りの声も聞こえてきそうですが、私は 
 
『ブタナ』については本当に初めて知りました。良い勉強になりました。 
 
そもそも、この「ちょっとサイエンス」は自分の理科・科学の勉強のためにと 
 
２０００年９月から始めたもので、もうすぐまる４年になります。 
 
これまで続けられているのもあたたかい読者からのメールによるものだと 
 
感謝しています。これからもよろしくお願いいたします。 
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■「読者からのメール」より■ 
 
●「ぷなるじゃん」さんより 
 
いつも楽しく読ませていただいています。 
 
ひとつ質問があります。 
 
「にんにくの臭いは何時間くらいで身体から消えるのでしょうか？」 
 
にんにくは大好きなのですが、やっぱり臭いが気になってしまって、なかなか 
食べられません。 
 
で、ふと上記のような質問が頭に浮かんだのです。 
 
また、「生のにんにく」と「調理した（火を通した）にんにく」とでは、臭い 
に差が出るものなのでしょうか？ 
臭いの強さ、とか、臭いが消えるまでの時間などの違いってあるのでしょうか？ 
 
私は今トルコに住んでいるのですが、トルコでは生のにんにくをすりつぶして 
ヨーグルトに混ぜて揚げ茄子や人参をいためたものなどにかけたりするんですよ。 
とってもおいしいんです。 
 
よかったら、めるまがで取り上げてくださるとうれしいです。 
 
では、これからも楽しみにしています♪ 
 
→Fujikenより 
 
ニンニクの臭いを科学的に解明できるのでしょうか？ 
 
ちょっと不安もあるのですが、遠いトルコ在住の「ぷなるじゃん」さんの 
 
質問に良き回答をお待ちしています。
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「あっ！ホタルが光ってる！!」 2004/6/22 No.187

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
ホタルは体長５～２０ｍｍほどで、日本には２０種類程度が知られていて、 
約１０種類は腹部が発光し、明滅します。 
 
ゲンジボタル、ヘイケボタルは特に有名で、ゲンジボタルの方がヘイケボタル 
の約２倍の大きさがあります。 
 
幼虫は清流に住む物が多く、六月頃羽化します。 
 
古来から文学にもよく登場する昆虫です。 
 
なぜ光るのか？というと、光る目的はオス、メスが場所を知らせ、交尾する 
ためだと考えられています。 
 
発光のメカニズムは、いくつかのタイプがありますが、ホタルには発光素 
（ルシフェリン）と呼ばれる比較的簡素な構造の化学物質が、分子量１万の 
発光酵素（ルシフェラーゼ）のもとで、酸化、放出されるエネルギーでその 
発光効率はほぼ９０％で、ほとんど熱のでない冷光です。 
 
ホタルの腹部にある発光部には、表皮の下にそれらの物質を含む発光細胞層と、 
その奥にたくさんの尿酸塩結晶を含む反射細胞があり、鏡のように光を外側へ 
はねかえします。発光細胞には気管が延びていて神経からの命令で酸素を送り 
出し、発光反応を起こさせます。 
 
ところで、話は我が家のことになるのですが、我が家では給料が出るとよく 
近くの焼き肉屋さんへ行くことにしています。仕事してお金がもらえてこんな 
おししい焼き肉が食べられるんだ。また頑張ろう！というような具合です。 
 
５月の下旬、いつものように焼き肉屋さんへ行った帰り道、表通りを通らず、 
裏の建物はなく竹やぶと木々と草むらの中の小道を帰っていた途中でした。 
 
「ピカッ」と何か光るではありませんか！ 
 
「あっ！ホタルや！！」と私が言うと家族みんなが「ほんとや！ホタルや！」 
と見回してみると、あちこちで光っていたのです。その数は二、三十はあった 
と思います。 
 
私は生まれて始めてホタルを見たので感激してしまいました。 
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■ちょっとコメント■ 
 
ホタルが見えた所は、マンションや店があるような所ではなく、何も手を入れ 
 
ていない、木々や草むらのあるところでした。 
 
人が手を入れないから、ホタルが生育していたのだと思います。 
 
その光かたは電気スイッチのように「パッパッ」と光るのではなく、弱く光り 
 
出し、弱く消えるそんな点滅の仕方でした。 
 
よく、ホタルを人魂（ヒトダマ）と間違えたという古い話がありますが、そん 
 
な感じで光っていたのです。 
 
ホタルは清流の近くで生育するという話を聞いていたので、そのあたりには 
 
清流などなくどうしてだろうと調べていたら、大阪府豊中市が研究している 
 
「ヒメボタル」は清流地でなくても生育するらしく、今回のホタルは 
 
「ヒメボタル」かもしれないと思っています。 
 
（「大辞林」三省堂　「豊中のヒメボタル」豊中市　参照 ） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者からのメール」より■ 
 
●「Ｆ」さんより　前号の「琵琶湖のタンポポ？は『ブタナ』」について 
 
毎回、楽しく読ませて頂いています。ブタナについて「北海道 
 
に多い」というメールがありましたが、僕の学校の周辺にはこ 
 
の種の植物が結構さいています。この植物に関しては小学生の 
 
頃から疑問を持っていて、解決できないままいたので、今回の 
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メールマガジンをよんで非常に感激しています。これからもメ 
 
ールマガジン楽しみにしています。 
 
→Fujikenより 
 
私同様、『ブタナ』について初めて知った人の喜びが伝わってきました。 
これからもよろしくお願いいたします。 

■今日のテーマ　　「再興感染症結核」 2004/6/29 No.188 
　
結核とは結核菌の空気感染によって起こる肺の病気で、昔は一度結核にかかる 
と、治療法は人里離れた高地や海浜の療養所での安静生活しかなく、 
結核＝死という時代が長く続きました。 
 
しかし、１９４４年ストレプトマイシンという抗生物質が発見されたり、それ

に続く近代的対策手段（ＢＣＧ接種や健康診断）の導入・普及により減少傾向 
が一段と加速され、１９６０年代には「結核」は終わったといういう雰囲気が 
欧米諸国をおおっていました。 
 
しかし、結核を減らしたといっても、地球の主に南側では結核はじわじわと増 
え続け、推定で２００２年患者数は８６０万人を越え、死亡者１８０万人にな 
っています。つまり、１７秒に一人ずつ結核で倒れている計算になります。 
 
１９６０年代、多くの先進諸国ではいったん「制圧」状態に近くなった結核も 
１９８０年代以降、結核は不気味に増える傾向を示し始め、しかも、薬物耐性 

結核のような形で広がっているのです。 
 
世界保健機関（ＷＨＯ）は１９９３年「世界結核緊急事態宣言」を採択し、 
再び脅威となってきた感染症として「再興感染症結核」に指定しました。 
 
１９９９年、ＷＨＯを中心に「ストップ結核パートナーシップ」が結成され 
世界的な運動として２０１５年の世界の結核半減を目指して活発な活動を展開 
しています。

（「学校における結核マニュアル」文部科学省　参照） 
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■ちょっとコメント■ 
 
私の伯父（おじ）さんが戦後「結核」亡くなったという話は小さい頃から聞か 
 
されていました。やはり、療養所に入ったまま若くして亡くなったのです。 
 
残された伯母（おば）といとこは二人で必死に生きてきたのです。 
 
その結核が日本ではもう絶滅したのかと思っていたら、南半球などで増え続け、 
 
日本でも、最近時々「結核」患者が出てきだしたいうニュースを聞いて「あれ？ 
 
おかしいな？」と思っていたら、「再興感染症結核」に指定され、世界的に 
活発に減らしていこうという活動をしていることを知ったのです。 
 
「ストレプトマイシン」という抗生物質があるといえども、「薬剤耐性結核」 
 
というのが気にかかります。最近の病気は薬剤に対して耐性をもった菌による 
 
ものが多くなっているとは聞いていましたが、結核も例外ではないのですね。 
 
日本では、予防接種の強化、ツベルクリン反応による早期発見の強化、レント 
 
ゲン写真撮影、定期健康診断などが強化されています。 

------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「水生生物による水質検査」 2004/7/6 No.189

------------------------------------------------------------------------------------------------

 
　
６月中旬、大阪府Ｔ市の研修会で、箕面川上流、箕面ビジターセンター 
（政子茶屋）付近の水生生物を採集しての水質検査を行いました。 
 
ベテランの先生方は用意周到、長靴を取り出し、四角いちょうど水生生物を 
捕るのにぴったりの網を取り出し、川の中へと入っていきました。 
 
そして、大きいのやら中位の石をどけると生成生物が川下に構えている網に 
どんどん入ってきます。 
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予想通り、水質はきれいな水（最上級）の指標である、トビケラ、カワゲラ 

カゲロウ、ウズムシ（再生で有名なプラナリア）、そしてサワガニばかり 
でした。 
 
トビケラの仲間には小石を集めて２～３センチの巣をつくるニンギョウ 
トビケラや葉っぱを２枚くっつけて巣を作るコバントビケラなどがあるの 

ですが、それらも採集できました。 
 
トビケラやカワゲラ、カゲロウという水生昆虫は幼虫と成虫の中間の段階で 
水にすんでいる昆虫で、それぞれの成虫はトビケラはガに似ていて、 
 
カワゲラは羽根を上下に重ねて止まる成虫で、カゲロウは「生命の短い」 
例えにされる、ハネはうすく、立てて静止するあのカゲロウです。 
 
写真はこちら→ http://fujiken2.hp.infoseek.co.jp 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
私は１５年前、大阪府の科学研究所へ出向し半年間、理科の勉強をしました。 
 
今回は、その当時のことを思い出しました。 
 
今回の研修には若い女性の先生が２，３名参加されていました。 
 
途中で濡れた石に滑ってころんでしまうハプニングがありましたが、 
 
楽しいひとときでした。 
 
私が小さい頃エノコログサ（ネコジャラシ）で川のザリガニを採っていた 
 
ことも思い出しました。 
 
ザリガニは大変汚い水（四段階の最下級）を示す指標であることを改めて 
 
知って、驚きました。でも、ぞのザリガニも最近見かけなくなりましたね。 
 
ちょっと淋しい気がするのは私だけではないでしょうね、きっと・・。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「野鳥を鳴き声で聞き分ける」 2004/6/13 No.190

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
６月の中旬、水生生物による水質検査を行った箕面ビジターセンターで野鳥を 
 
鳴き声で聞き分けるレクチュアーを受けました。 
 
虫のような声で、「シシシ・・」と次第に強くなくさえずりのヤブサメが一番 
 
大きな声で鳴いていました。 
 
「ショウチュウイッパイグイ」と鳴くセンダイムシクイが時々聞こえてきます。 
 
「ピヨピヨ、ピピッピキピー」と鳴くキビタキも聞こえてきます。 
 
「ピーヨ」「キーヨ」と甲高く伸ばすヒヨドリも鳴いていました。 

これらの野鳥は、レクチュアーの方の話を聞いてあーそうなんだと教えていた 
 
だいたのであって、私が聞き分けられるわけではありません。 
 
Ｔ市の生物同好会では、毎年５月に勝尾寺に一泊して、早朝夜が明ける前から 
 
「キヨキヨキヨ」と鳴くヨタカのような夜の鳥が静まり、朝日が昇る頃に徐々 
 
に泣き出す、野鳥の声を聞くのだそうです。 
 
それはそれは気持ちのよい瞬間だそうです。 
 
（「山野の鳥」日本野鳥の会　参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
「ピヨロピ、ホイホイホイ」と鳴く「ピヨロピ」を「月日星」と聞いて三つの 
 
光の鳥という名の「サンコウチョウ」という鳥がいるのを初めて知りました。 
 
残念ながら今回や生物同好会でも、聞いていない鳥だそうです。 
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私が鳴き声で分かると言えば「カッコウ」と鳴くカッコウや「ホーホケキョ」 
 
と鳴くウグイス、「テッペンカケタカ」または「特許許可局」と鳴くホトトギス 
ぐらいなもので、よい勉強になりました。 
 
ただ、暗記力に乏しい私に次回まで覚えていられるか不安です。 
 
「野鳥の鳴き声」というテープを先輩の先生からお借りしたことがありました 
 
が、そのときもなかなか覚えられませんでした。 
 
でも、野鳥の会に参加して、早朝から鳴き声と共に、双眼鏡で姿も見られるな 
 
ら、一度参加してみたいなと思いました。 

-----------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「野鳥のさえずりと地鳴き」 2004/7/20 No.191

-----------------------------------------------------------------------------------------------

 
　
野鳥の鳴き声には、「さえずり」と「地鳴き」があります。 
「さえずり」は、繁殖期に小鳥の雄が出す声で「雌を呼ぶ」「なわばりを宣言 
 
する」という意味があり、決まった節回しで、美しい声が多いです。英語で 
 
「ＳＯＮＧ」といいます。 
 
「地鳴き」は、１年中、雌雄とも出し、多くはさえずりより単純な声で、警戒 
 
群れの中のコミュニケーションなどに使われます。英語で「ＣＡＬＬ」といい 
 
ます。 
 
例えば、さえずりをＳ、地鳴きをＣで表すと、 
 
シジューカラのＳは「ツーピーツツピー」ですが、Ｃは「チッチー」とか 
 
「ジュクジュク」と鳴きます。 
 
カワラヒワのＳは「ビィーン」で、Ｃは「キリリリ」と高い声で鳴きます。 
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ウグイスのＳはご存知の「ホーホケキョ」ですが、Ｃは「チャッチャッ」と 
 
鳴きます。 
 
ホトトギスのＳは「テッペンカケタカ」「特許許可局」ですが、Ｃは「キョッ 
 
キョッキョキョキョ」と鋭い声です。 
 
（「山野の鳥」　日本野鳥の会参照）

-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
私が、先輩から「野鳥の声」というテープをお借りしたのが十数年前、その時 
 
にこの「さえずり」と「地鳴き」を知りました。 
 
一般に、私たちが聞き分けられるのは「さえずり」のほうですが、熟練すれば 
 
「地鳴き」でも聞き分けられるようになるそうです。 
 
こんな記事を書いていたら、私の家族が大阪市から初めて箕面市に引っ越して 
 
きたときのマンションの南側に小高い山があり、自然が少し残っていたことを 
 
思い出しました。 
 
春の夜明けから「カッコウ」とカッコウが鳴いたり、「ホーホケキョ」とウグ 
 
イスが鳴いていたりしたのを思い出しました。そして、妻がまだ幼稚園へ通っ 
 
ていた息子に、「カッコウって鳴いてるのがカッコウだよ。あなたももうすぐ 
 
ショウガッコウだね」っと言っていたように思います。 
 
もうあのマンションから引っ越ししてしまい、その前に自然が破壊されていく 
 
のをみてきたことを、寂しく思っています。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ「セミが鳴いている、うん？クマゼミが多い？！」2004/7/27 No.192

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
７月下旬にもなると、朝早くからセミが鳴いています。 
 
朝のまどろみの中で、セミの声で起こされ、うるさく感じることもありますね。 
 
もっとも一般的なセミが「アブラゼミ」、ジージーとうるさく鳴くので夏を 

一層暑く感じさせるセミでもあります。 
 
幼虫は約６年間地中で暮らし、成虫なって鳴いているのは１週間というのです 
 
から、はかない一生のような気がします。 
 
次に多いのが「クマゼミ」と「ミンミンゼミ」。 
「クマゼミ」は「シャーシャー」と鳴き、「ミンミンゼミ」は「ミーンミーン」 
と鳴き、アブラゼミの羽根が茶色であるのに対して、どちらも羽根が透き通り 
 
クマゼミは頭が大きく、ミンミンゼミはクマゼミより頭が小さく緑っぽいので 
 
区別が付きます。 
 
それが、最近、クマゼミの割合が急に多くなってきています。 
 
一昔前といえば十数年以上前ですが、セミといえば「アブラゼミ」でした。 
 
それが、今の子どもはセミといえば「クマゼミ」と思っているのではないで 
 
しょうか？ 
 
そして、９月に入り、「ツクツクホウシ」「ホウシツクツク」と鳴く、 
 
「ツツクボウシ」の声が聞こえ出すと夏も終わり、秋の気配を感じさせて 
 
くれます。 
 
（「標準原色図鑑全集２昆虫」保育社　参照） 
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■ちょっとコメント■ 
 
先日も、道で弱りきったセミがいましたが、アブラゼミではなくクマゼミ 
 
でした。 
 
昔、幼い頃、網を片手にセミ採りによく出かけたものです。 
 
９割以上がアブラゼミでした。羽根が好き透ったセミを見かけたら手に力が 
 
入り、絶対採るぞと思ったものでした。それだけ、クマゼミやミンミンゼミが 
 
少なく貴重な存在でした。 
 
でも、今は５割以上がクマゼミではないでしょうか？ 
 
なぜ、こんなにクマゼミが増えたのか私はわかりません。 
 
何か情報をお持ちの方メールお待ちしています。 
 
他にも、少しからだが小さく「チー」とか「ジー」とか鳴く「ニイニイゼミ」 
 
もめずらしいですね。 
 
芭蕉の句「閑かさや岩にしみいる蝉の声」のセミはニイニイゼミだという説 
 
があるそうです。 
 
お子さんをお持ちの方、セミには気の毒ですが、是非この夏、セミ採りに 
 
連れて上げて行って上げて下さいね。「セミの割合」なんていう自由研究も 
いいかもしれませんよ。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　「クマゼミが多いのは、地球温暖化が原因？！」2004/8/3 No.193

------------------------------------------------------------------------------------------------

 
　
前号の「セミが鳴いている、うん？クマゼミ多い？！」に対してたくさんの 
 
メールを読者の方から頂きました。今日はそれをいくつか紹介します。 
 
●「富山市在住Ｍ」さん 
 
昨日（２７日）のメルマガだと思うのですが、クマゼミが多くなってきた、 
ということが述べられていました。 
丁度その前日ぐらいのどこかの朝のTVで、その話題を取り上げていました。 
 
九州の人とかは、セミといえばクマゼミが当たり前らしく、クマゼミは 
暖かい地方で繁栄する種なのだそうです。 
日本ではこれまで、静岡の伊豆半島ぐらいまでが多い地域だったそうですが、 
近年の温暖化の影響で、どんどん北東へと勢力範囲を広げているのだろうと 
いうことでした。 
 
クマゼミは朝（せいぜい午前中）しか鳴かないのだそうです。そのため 
一日中鳴いているアブラゼミに比べ発見しにくいのだそうですが、それだけに 
発見できる以上に多くいるそうです。 
 
したがって、クマゼミが増えるのは危険信号の一つかも知れません。 
 
●「Ｆ」さんより 
 
Fujiken 様　　　はじめまして、いつも楽しく購読させています。 
Ｆと申します。 
 
私が昔（3０年前）住んでた奄美大島はクマゼミが多かったです。 
ほとんどアブラゼミは見かけませんでした。 
 
高温化が続いているせいですか？ 
日本が亜熱帯化してる？ 
 
ほんとうに暑いですね。 
 
ちょっと一言でした。 
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●「ｋｏｚｅｎ」さんより 
 
「セミが鳴いている、うん？クマゼミが多い？！」を 
読ませて頂きました。　途中、ニイニイゼミが抜けている 
と思っていたら、最後に出てきたのでホッとしましたが、 
朝方・夕方に鳴くヒグラシ（カナカナ）を忘れて欲しくない 
と思い思わずメールしてしまいました。 
　私は、ヒグラシのなんとなくもの悲しくさせる鳴き声が 
結構好きなので…（朝４時頃から鳴かれると五月蠅いと 
感じるときもありますが、夕方はGoodです。） 
　ところで、私も疑問に思っていたのですが、最近クマゼミ 
の生息範囲が変わってきたのではないでしょうか？ 
たよりない記憶ですが、東京（都心）では子供の頃に 
クマゼミの鳴き声を聞いた記憶がないのですが、最近は 
耳にすることがあります。他の方々は、どう感じておられる 
のか聞いてみたい気がします。 
 
●「シシキヨ」さんより 
 
いつも楽しく拝読しております。高校で生物を教えているシシキヨです。 
Ｎｏ．１９２のクマゼミのお話ですが、Ｆｕｊｉｋｅｎさんのお宅はどちら 
でしょうか。かつて、クマゼミは箱根よりも南にしかいなかったセミなのです。 
（それで、京都で撮影している時代劇の「江戸」で、クマゼミの鳴き声が聞こ 
えるもはおかしいと言う苦情を言った細かい人もいます）ですから、関東より 
北の方はクマゼミを御存じないかも知れませ。しかし、最近は東京でも見られ 
るようになったとかで、地球の温暖化が進んで、生息圏が広がっているそうで 
す。わたしも生まれが静岡県、伊豆の三島なので、セミと言えば、アブラゼミ、 
ミンミンゼミ、クマゼミでした。 
 
●「Ｋ」さんより 
 
確かな情報で無く申し訳有りませんが・・・ 
地球温暖化の影響か、関西も亜熱帯の気候に近付いたから 
クマゼミが多くなったと数年前から云われています・・・が？ 
 
ここ千里ニュータウンでは感覚的に９割以上クマゼミの感じがしています。 
この夏、アブラゼミはまだ１匹しか確認できていません。 
 
大阪池田市で幼年時代育ちましたが、 
子供時代はクマゼミはシャーンシャーンの鳴き声から「シャンコ」と 
呼びましたが、図体も大きく、同体下部の発音部も立派で遠くで鳴いても 
飛んで行く程稀少価値が有って、夏休み午前中は宿題の時間 
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シャンコが鳴くと、宿題を放っておいて網を持って走ったものです。 
 
クマゼミは木の高い所（２階の庇くらい）にとまるのと、 
感覚が鋭く、気配を感じてすぐ逃げる、羽が透明で木の節に見えるなど 
ひと夏に２～３匹取れたかどうか、貴重なセミでカゴに入れていると 
ガキどもに垂涎のまとでしたが・・・いまは稀少価値どころか 
うるさいばかりです。 
 
アブラゼミは多く、少し低い所（１階の庇くらい）なので簡単に取れました。 
 
最近は「チイチイゼミ」というアブラゼミの次に多かった灰色系の蝉も全く見な 
くなりました。これはもっと低い所で素手でも取れました。 
 
大阪以外や、涼しい所の情報も欲しいと懐かしくMMを読ませて頂きました。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
私は、小さい頃は夏休み、山梨県へ帰省していました。ですからアブラゼミが 
 
多かったのは、山梨県なのか今住んでる大阪なのかはっきりしません。 
 
しかし、皆さんのメールによればどうも東京くらいまでがクマゼミの生息地域 
 
のようです。それも、最近増えてきて、これらは、地球温暖化・夏が以上に 
 
暑いせいだというみなさんの意見のようです。 
 
「クマゼミ前線」北上中というところでしょうか？ 
 
私は本気で、「セミの割合」をしらべたくなりました。 
 
一人１０～２０匹セミを採って種類の割合を出してみませんか？ 
 
採集場所（何県何市）と、採集日付を忘れずに。 
 
皆さんのご協力よろしくお願いいたします。 
 
賛同してくれる方の参加を期待しています。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「プルサーマル発電って何？」 2004/8/10 No.194

------------------------------------------------------------------------------------------------

 
　
私たちが消費する電力は年々上昇していて、どうやって発電するかについて 
 
様々な模索がされています。その中で三大発電方法の水力、火力、原子力は 
 
その電力の割合が１割、4.5割、4.5割（関西圏）となっています。 
 
火力発電が石油、石炭、天然ガスの化石燃料を使い、発生する二酸化炭素が 
 
地球温暖化の原因になっている事はよく知られています。 
 
さらに、化石燃料はいつまであるか分からない有限な資源なので、火力発電の 
 
割合は将来減少すると見られています。 
 
そこで、最近重要視されているのが、原子力発電のプルサーマル発電です。 
 
原子力発電はウランを核分裂したときに発生するエネルギーを利用した物です 
 
が、一度使った使用済み燃料の９割は再利用できるウランとプルトニウムです。 
 
これを再利用すれば元の燃料の２割から４割くらいのエネルギーを生み出すこ 
 
とができるのです。 
 
プルサーマルの「プル」はプルトニウムのことで、サーマルリアクター 
 
（軽水炉）のサーマルをあわせた造語なのです。 
 
プルサーマルとは、使用済み核燃料から取り出したプルトニウムとウランを 
 
混ぜた物を燃料として再び原子力発電に利用しようというものです。 
 
使用済みの燃料の廃棄の方法に困っている原子力発電なので、プルサーマル 
 
発電はその解決策の一つとして注目されています。 
 
（「電気、今のままで大丈夫？」　経済産業省資源エネルギー庁　参照） 
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■ちょっとコメント■ 
 
原子力発電の燃料のウランも有限な資源であるので、プルトニウムの再利用は 
 
大切かな？と思います。 
 
しかし、原子力発電は旧ソ連のチェルノブイリ発電所の大爆発後、その信頼性と 
 
放射能の怖さを浮き彫りにしました。技術の発達した日本では安全装置が何重 
 
にも働いて、そんな大きな事故は起こらないとは思いますが、やはり原子力 
 
発電に反対している人が多いのは事実です。 
 
そこで、最近特に注目されているのが、太陽電池発電、風力発電、地熱発電、 
 
潮力発電などと、「ちょっとサイエンス」でも取り上げた水素と酸素から発電 
 
する「燃料電池」です。 
 
これらの環境にやさしいクリーンな発電方法の研究の発達を望むのは私だけ 
 
ではないと思います。 
 
真面目に、将来の日本のエネルギーについて考えた今回でした！ 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者のメール」より■ 
 
セミについて考えてきた前回、前々回についてまたまた読者からメールを 
いただきましたので紹介します。 
 
●「千葉県在住のなかじま」さんより 
 
Fujikenさん 
 
はじめてメールさせて頂きます。いつも楽しく拝見させて頂いております。 
さてNo.192で取り上げられたセミの話題ですが、関連した内容を新聞記事で 
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見つ けましたので、ご連絡申し上げます。既にご存知かもしれませんが。 
 
http://www.asahi.com/science/update/0724/004.html 
 
本新聞記事によれば、この話題に専門家も大変注目しているようです。 
他の読者から「クマゼミ数の増加の一因は地球温暖化にある」とのご指摘も 
ある ようですが、両者の関係を立証する事は難しい段階にあるそうです。 
またクマゼミの生態を探索する実験も開始した模様です。 
 
→Fujikenより 
 
クマゼミの実態調査を専門家がはじめたようですね。採ったクマゼミに印を 
 
つけて逃がし、どこで次に発見されるかクマゼミの行動範囲を調べたそうです。 
 
●「元昆虫少年」さんより 
 
クマゼミについて読みました。私は名古屋育ちで、現在は岐阜県に住んで 
いますが、名古屋でミンミンゼミの鳴き音を聞いたことはありません。 
 
初めてミンミンゼミの鳴き音を聞いたのは、二十代の後半に東北へ旅行をし、 
仙台の旅館に夜ミンミンゼミが灯火につられて飛び込んできたときでした。 
それ以降は愛知県の知多半島で存在を確認し、10月初旬の暑い日に伊勢神宮の 
団体旅行の折に聞いたぐらいです。 
 
現在住んでいる岐阜県東部でもミンミンゼミだけは鳴き音を聞くことができません。 
一番普通なのがアブラゼミで、以下クマゼミ、ヒグラシ、ツクツクボウシ、まれに 
ニイニイゼミ、他には５月ごろにハルゼミまたはヒメハルゼミ？の鳴き音が聞こえ 
ます。名古屋から岐阜県東部ではミンミンゼミが生息していないようです。 
私にとってミンミンゼミは幻の蝉といってもいいと思います。 
 
→Fujikenより 
 
そう言えば、私も大阪か山梨か小さい頃はミンミンゼミが鳴いているのをよく聞 
 
いていたのですが、最近は全然聞こえてきませんね。 
 
「セミの割合」調査の目的は「クマゼミの増加とミンミンゼミの減少について」 
 
になるようですね。 
 
でも、８月もお盆近くになると、セミの声が急に減少しています。この前なんか 
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「ツクツクボウシ」がないて「赤トンボ（アキアカネ）」がとんでたので、もう 
すぐ秋なのか～と感じた私でした。 
 
そこで一句 
 
「お盆すぎ　ツクツクボウシと　赤トンボ　もう秋なのかと　ふと思い」・・・ 


-------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　「肝炎のＡ型、Ｂ型、Ｃ型ってどうちがうの？」2004/8/17 No.195

------------------------------------------------------------------------------------------------- 


　
日本人の肝炎の約８０％が肝炎ウイルスによるものです。肝炎ウイルスには 
 
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ型などがあり、日本で問題になるのはＡ，Ｂ，Ｃ型の 
 
３種類です。 
 
Ａ型は経口感染で潜伏期は２～６週間、一過性の感染のみ。海外での感染が 
 
旅行者の感染する肝炎の８０％がＡ型です。急性肝炎のみでほとんどが完治し 
 
慢性肝炎や肝硬変には移行しません。 
 
Ｂ型は血液・体液感染で、潜伏期１～６ヶ月で、慢性化することがあります。 
 
輸血、母子感染、性行為、その他の血液感染が多く、キャリア（持続感染者） 
 
にならない場合もありますが、キャリアになってもＨＢｅ抗体ができると、 
 
ウイルスが減少していきます。しかし、肝硬変に移行し肝臓ガンを併発する 
 
可能性があります。 
 
Ｃ型は血液による感染で、潜伏期２～１６週間。輸血による感染が６０％を 
 
占めます。Ｂ型に比べて感染力が弱く、母子感染や性交感染は極めて少ない 
 
です。高率でキャリアになり、慢性肝炎から肝硬変へ移行します。自覚症状 
 
が出ないままゆっくり感染し、急激に悪くなることが多いのが特徴です。 
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ウイルスを抑える防御抗体が見つかっていません。 
 
（健康読本「もっと健康！ず～と元気！」関西労働保健協会　参照） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
友人から肝炎にかかったと聞いたとき、何型と言われてもピンとこなかったの 
 
で今回調べてみました。 
 
ウイルス性肝炎の診断はウイルスの成分（抗原）とそのウイルスの働きを抑え 
 
る免疫グロブリン（抗体）が血液中にどれだけあるかで分かるそうです。 
 
定期的な血液検査が必要ですね！ 
 
急性肝炎の時は安静が第一だということで、慢性肝炎になってもインターフェ 
 
ロンなどの抗ウイルス剤などがあるそうです。 
 
私は栄養過多による脂肪肝だとエコー（超音波）検査で言われてしまいました。 
 
そう言えばよく食べるものなあ～・・・ 
 
よし、この大きなお腹、必ずへこますぞー！！ 
 
-----------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「地球の年齢の測り方」 2004/8/24 No.196

----------------------------------------------------------------------------------------------- 


　
読者の方からこんなメールを頂きました。 
 
●「高橋」さんより 
 
メルマガをいつも楽しく拝見させて戴いております。 
大分古い話で恐縮ですが、No169の「地球史カレンダー」 
の中で、「地球が誕生したのは４６億年前だと考えられて 
います」と紹介されております。 
このような途方も無く古い年代の測定（推定？）は、どの 
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ような方法で実施されているのでしょうか。 
 
古い時代の年代測定方法に、ウランの半減期を利用した 
測定方法があるという事を聞いた事がありますが、この 
考え方がよく理解できません。 
たしか、「鉄より重い元素は、超新星爆発の時に作られる」 
という話を聞いた事があります。地球上のほとんどの元素 
が、地球誕生前に作られているとしたら、どうやってウラン 
の半減期で地球誕生の年代がわかるものなのでしょうか。 
御教示願います。 
 
→Fujikenより 
 
確かに、重い元素は「超新星爆発」の時にできるという話を聞いたことが 
 
あります。そこで、地球のできるまでとその年代測定法について調べて 
 
みました。 
 
---------------------------------------------------------------------- 
 
銀河系の辺境で超新星爆発が起こりました。超新星爆発は、太陽よりずっと 
 
大きくて重たい星の最後の姿です。この時にすさまじい光と熱を出し、夜空 
 
ではまるで星が生まれたかのようにみえるので「超新星」とよんだのです。 
 
超新星爆発は星の最後でもあり、新しい星の誕生でもあるのです。 
 
超新星爆発後、吹き出た星間ガスの濃い部分がさらに濃さを増し、やがて、 
 
その中心部分に原始太陽と惑星のもとになるものができたのです。 
 
そのもとになるものが衝突し合体して原始地球ができたと考えられています。 
 
半減期とは放射性元素の量が現在の半分になるまでの時間をいいます。 
 
「炭素年代測定法」という有名な方法がありますが、これは質量数１４の炭素 
 
と質量数１２の炭素があり、１４の方は時間と共に自然に減少していくので 
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炭素１４のの組成比率を求めれば、どれくらい前の物かが分かるという方法です。 
 
しかし、炭素１４の半減期が５７００年程度なので、地球の年齢測定使わず、 
 
半減期が４５億年のウラン２３８やその他の放射性元素の存在比率から求めて 
 
います。調べるのは最も古いとされる岩石中の元素や月の石、隕石中の元素を 
 
分析しているそうです。 
 
そこから、推定４６億年という数字が出てきました。 
 
そして、超新星爆発後、地球の誕生まで１億年はかからないだろうという推定 
 
から、同じ４６億年または４５億年という数字が現在に広まっているわけです。 
 
以下、参考ＨＰ（ホームページ） 
 
http://www.union-net.or.jp/ca-cap/tikyuunonenrei.htm 
 
http://www.gnhm.gr.jp/archives/inpaku/history/history.htm 
 
■ちょっとコメント■ 
 
太陽系ができたのが「超新星爆発」が原因で、その後１億年以内に、太陽や 
 
や地球などの惑星の原型ができたのですね。 
 
ですから、ウランの半減期を使っても誤差は１億年以内になるということだと 
 
思います。 
 
ウランは原子番号９２で、 
 
質量数は２３４が０．００５５％ 
　　　　２３５が０．７２００％ 
　　　　２３８が９９．２７４５％ 
の割合で存在し、 
 
現在の原子力発電に使われているのも、広島の原爆に使用されてのも 
 
質量数２３５です。原子力発電では、３％に濃縮したウランが用いられてるそうです。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「下弦の月と明けの明星」 2004/8/31 No.197

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
私は、この夏休み少し困った習慣がついてしまいました。 
 
それは、夜９時ごろ寝て、朝３時か４時に目が覚めてしまい、しかたなく 
 
近くの２４時間営業のファミレスへ行き、お茶しながら「ちょっとサイエンス」 
 
の原稿を考えたり、テーマについて考えたりするのです。 
 
こんな習慣は早く止めないと、２学期が始まってから体力的に困ると思ってい 
 
るのですが、この習慣のおかげで初めての光景を目にしたのです。 
 
それは何かというと・・・ 
 
朝３時４時は真っ暗です。ふと東の空を見るとポツンと一つのとても明るい星が 
 
見えたのです。私は、その明るさから恒星ではなく惑星だと思い、科学雑誌 
 
「ニュートン」を開いて見てみると（私は星の観測にはいつもニュートンを使っ 
 
ています。その他科学の情報はニュートンによるものが多いです）金星だと 
 
分かりました。日の出前に東の空に見える金星を「明けの明星」といいます。 
 
実は、私が「明けの明星」を見たのはこれが初めてだったので、とても感動しま 
 
した。そして、月が近くに見えたので、一枚の写真におさまる絶好の日に写真を 
 
撮りました。 
 
以前にも紹介しましたが、最近のデジカメはシャッターを押すだけで月くらいの 
 
明るい星は撮れます。（当然フラッシュはたきません） 
 
さて、この時の月は東の地平線側が丸く、半分かけている月でこの月を 
 
「下弦の月」といいます。 
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月の形を表すのに上弦、下弦という言葉をよく聞きますが、どのような時をそれ 
 
ぞれ上弦、下弦というのかというと、まず、数学では円を切った切り口を「弦」 
 
といい、丸い部分を「孤」といいます。 
 
上弦とは、図に描けないので想像力を働かせて頂きたいのですが、上が弦、 
 
つまり上が切り口になっていて、下が丸い月のことなのです。 
 
この上弦の月は、夕方から夜にかけて南西の方向に見える月なのです。 
 
（太陽の光が当たる方向を考えれば分かりやすいと思います。） 
 
一方、下弦の月はその反対で弦が下で、孤が上ということになりますが、 
 
実際は、これは夜中から日の出前にかけて東の空に見える月のことを指します。 
 
もし、その月が西の空に行ったときには、弦が下になることから名前がつけら 
 
れたようです。 
 
月の満ち欠けを簡単に示すと、新月→三日月→上弦→満月→下弦→新月と 
 
なります。 
 
では、下弦の月と明けの明星の写真をご覧下さい。 
 
写真はこちら→　http://fujiken2.hp.infoseek.co.jp 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
あと数週間は「明けの明星」が東の空にとても明るく見えますので、ちょっと 
 
早起きして見てみませんか？ 
 
私は２０倍～１００倍までズームできる双眼鏡を１万円で購入し、明けの明星 
 
を見てみたのですが、残念ながら点にしか見えませんでした。（１００倍の 
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倍率でピントがきちんとあえば、金星の満ち欠けは見えるはずですが、どうも 
 
私の双眼鏡では駄目なようです。） 
上弦の月と言えば、若い方はご存知ないと思いますが、吉田たくろうさんの 
 
「旅の宿」という曲の中に、「上弦の月だったっけ久しぶりだね、月見るなんて」 
というフレーズがありますが、上弦の月は割と見やすい月なのです。私たちが 
 
半月と言って見てるのはほぼ１００％上弦の月です。 
 
一方、下弦の月は見るのは難しく（見えるのは深夜から日の出前なので）あまり 
 
身近ではないと思っていたら、最近の曲で柴咲コウ（ＲＵＩ）の歌った 
 
「月の雫（しずく）」の中で、 
 
「下弦の月が浮かぶ　鏡のような水面（みなも）」 
 
「下弦の月が歌う　永遠に続く愛を」 
 
と歌われています。 
 
私も大好きな「月の雫」ですが、この曲の時間的背景が「深夜から日の出前」で 
 
あるということを知ることによって、また一層奥深さを感じるのではないでしょ 
 
うか？ 
 
では、今回のテーマについてはこの辺で失礼します。 
 
さて、「ちょっとサイエンス」でお願いした「セミ調査」の件ですが、やはり 
 
多忙なためか、なかなかメールが届いていません。もうセミの鳴く声も聞こえな 
 
くなり、夏も終わりに近づいていますが、セミを採った調査だけではなく、 
 
何県何市では○○ゼミの鳴き声が聞こえたとか、ミンミンゼミの鳴き声を聞いた 
 
とか、なんでもいいですので、皆さんからの情報をメールして下さい。たくさん 
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の情報をお待ちしています。「ちょっとサイエンス」で「セミ調査」のまとめを 
したいと思います。 
 
メールはこちら→　fujiken200605@ares.eonet.ne.jp 
 
それから、前回の「ウランの半減期による地球の年齢の測り方」が分かりにくか 
 
ったというメールも届いていますので、今、分かりやすく説明しようと奮闘中で 
 
すので、また後日、テーマとして取り上げさせて頂きたいと思います。 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「セミ調査のまとめ」 2004/9/7 No.198

---------------------------------------------------------------------------------------------- 

最初に、もう一度セミの種類をまとめると、 
 
羽根が茶色で「ジージー」と鳴く「アブラゼミ」 
 
羽根が透明で頭部が大きく黒くて「シャーシャー」と鳴く「クマゼミ」 
 
羽根が透明で頭部がクマゼミより小さく緑色で「ミーンミーン」と鳴く「ミン 
 
ミンゼミ」 
 
体が小さく羽根は茶と透明のまだらで「チーチー」と鳴く「ニイニイゼミ」 
 
体はミンミンゼミの小型のような形で、夜明けと夕暮れに「カナカナ」と鳴く 
 
「ヒグラシ」 
 
体はヒグラシとよく似ていて、ミンミンゼミの小型のような形で、夏の終わり 
 
に「ホウシツクツク」と鳴く「ツクツクボウシ」などがいます。 
 
ここで、最初に私が気づいたのは、大阪では「クマゼミ」が多く、昔多かった 
 
「アブラゼミ」が少なくなったということです。その原因は「地球の温暖化」が 
 
原因ではないかということを皆さんのメールで知りました。そして、「ミンミン 
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ゼミ」が昔より減っているのではないかということを皆さんからのメールで 
 
気づき、皆さんに「セミ調査」をお願いしたわけです。 
 
何通かメールを頂いたので紹介します。 
 
●「きたしん」さんより 
 
おそくなりましたが、一応、私の近所の報告です。 
大阪府和泉市ですので、フジケンさんとほぼ同じではないかと思うのですが、 
この7～8月中に15匹捕まえて全てクマゼミでした。 
その他に見かけたものも全てクマゼミでした。おそるべしクマゼミ！ 
 
と、これだけではあまりにも面白くない報告ですので、ちょっと追加を。 
8/14に福井県小浜まで海水浴に行ったのですが、この時に見つけたセミ２匹 
はともにアブラゼミでした。鳴き声からもこの辺りはアブラ中心だと推測で 
きます。 
 
私（現在36才）が子供の時は大阪府堺市に住んでいましたが、盛夏にはアブ 
ラゼミがほとんどで、ニイニイゼミが２割ほど？で、クマゼミは極まれでした。 
ミンミンゼミは山奥でしか見たことも聞いたこともありません。大和川以南 
の平野部には昔からいなかったといえるかもしれないです。 
 
お盆に田舎の鹿児島県串木野市に帰ったときにだけクマゼミの「シャーシャー 
シャーシャー」の大騒音を聞くことができました。木に群がるクマゼミを写真 
に撮ってもらって、大阪に帰ってきてから自慢したものです。それが、まさか 
アブラゼミが貴重になるとは・・・ 
ホントに温暖化というものを考えさせられますね。 
 
→Fujikenより 
 
大阪はほとんど「クマゼミ」、福井県には「アブラゼミ」がいる 
 
「ミンミンゼミ」は昔も今も大阪にはあまりいなかったようですね。 
 

●「青柳」さんより 
 
多摩ニュータウンの稲城市向陽台という所に住んでいます。 
京王線稲城駅近くは自然が豊かで、駅近くの丘でもカブトムシ 
やクワガタムシがとれます。 
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セミも沢山います。毎年我が家の庭からも羽化します。 
種類はみんみんぜみだと思います。 
府中の大国魂神社でもみんみんぜみが羽化するのをみました。 
お役に立てるとよいのですが。 
 
→Fujikenより 
 
東京ではミンミンゼミがいるのですね。 
 
●「ＪＯＳＥ」さんより 
 
有難うございます.　知らなかったこと、忘れてしまったこと、勘違いしていた 
こと、などあり大変興味深く読ませていただいております. 
 
ところでセミの調査の件お役に立ちますどうか一応ご報告させていただきます. 
私の住まいは山口県下関市の東側、瀬戸内海に面した田園地帯の一角.山林に囲 
まれた海抜３０ｍの自然に恵まれた所に有ります. 
此処では毎年最初にニイニイゼミが鳴き始め次いで油ゼミ、くまゼミが鳴きます. 
あぶらゼミとくまゼミの鳴いている割合は五分五分くらいだと思われます.その後 
夜明け頃と日没前にはカナカナゼミ（ヒグラシ）が鳴きます.これは７月２０日位 
までだと思いますが.その後「つくつく法師」が鳴き始めますが今年は少し早く 
７月の終わりには鳴き始めた様でした. 
今は最盛期でしょうか「つくつく法師」が盛んに鳴いています。 
ところで今から１０日～１５日前くらいでしょうかミンミンゼミが２、３日ほど 
鳴いていました.おや珍しいなと思って居りましたが 
以上お知らせいたしますがお役に立てれば幸いです. 
 
→Fujikenより 
 
山口県下関の瀬戸内海の田園では、今でもほとんどのセミがいるようですね。 
 
●私の報告もしておきます。私は大阪箕面市に住んでします。セミ採りは出来ま 
 
せんでしたが、学校にある木にセミが止まってうるさく鳴いていました。ほとんど 
 
「シャーシャー」となく「クマゼミ」でした。そして、庭や道に弱っているセミを 
 
見かけましたが、３匹がクマゼミで、１匹がアブラゼミ、もう１匹がツクツク 
 
ボウシでした。 
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■ちょっとコメント■ 
 
地域によってばらつきはありますが、クマゼミの生息域が北上しているのは 
 
確かなようです。 
 
アブラゼミはだんだん南の地方にはいなくなってきて、北の地方には生息して 
 
いるようです。 
 
ミンミンゼミは、どうも南の地方にはもともと少なかったようです。 
 
東京では今もいるそうです。 
 
日本は小さいとはいえ、やはり、いろいろな地域、自然があり、まとめるのは 
 
難しいということがわかりました。変なまとめ方ですが、この辺で失礼します。 
 
メールを頂き、ご協力してくれた皆さんに改めてお礼申し上げます。 
 
ありがとうございました。 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者からのメール」より■　前号の「下弦の月」について 
 
●「hira3」さんより 
 
Fujiken先生◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 
 
前略 
 
私の勘違いでしょうか。 
写真が逆さに貼り付け 
られているように思わ 
れたのですが。 
 
下弦ではなく上弦の月 
に見えるのですが。 
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私の勘違いでしたら、 
ご容赦下さい。 
 
→Fujikenより 
 
写真を見て「上弦の月」と思ってしまう人も多いかも知れませんね。 
実は、この写真の空は東の方向なのです。そして時刻は朝の４時頃。 
日が昇り、月が見えなくなって月が西の方向に行った時には、 
下が弦で上が孤になることから「下弦の月」と名付けられているのです。 
 
●「野田」さんより 
 
fujiken　様 
 
　上弦、下弦の見分け方 
 
　　アルファベット「Ｄ」→上弦 
　　アルファベット「Ｃ」→下弦 
 
　この方が簡単です。以上、受験用知識です。 
 
→Fujikenより 
 
これは、覚えやすい！　Ｄの形が上弦で、その反対Ｃの形が下弦なんですね。 
 
分かりやすい覚え方ありがとうございました。 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「ウランの半減期による年代測定法」 2004/9/14 No.199

------------------------------------------------------------------------------------------------

 
　
読者の方からこんなメールを頂きました。 
 
No.196「地球の年齢の測り方に関しての質問です 
 
●トミタと申します。２度目のメールとなります。 
いつも楽しくメルマガを拝見させて頂いております。 
昨日の年代測定法についてですが， 
やはり分かりませんでした。 
半減期は半分になるまでの時間ですから， 
元の量が分からないことには，年代の決定ができないのではないでしょうか？ 
４５億年前にどのくらいあったのか，どうやってわかったのでしょう？ 
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できればお教えください。 
超新星爆発での組成が分かっているなら，現在の環境と比べればいいだけの話 
ですし。（昔の石を測定する意味も不明です） 
 
専門書を読んだことすらないので，質問ばかりになってすみません。 
”高橋さん”の疑問が私と全く一緒だっただけに， 
失礼ながらメールさせて頂きました。 
 
どうぞ，よろしくお願い申し上げます。 
 
●今日はその回答編です。 
 
ウランＵ（質量数２３８）は自然に放射性崩壊（α崩壊、β崩壊）を続けて、 
 
最後には鉛（Ｐｂ）の同位体、つまり原子番号８２で、質量数が208､207､206 
 
のいずれかになります。 
 
Ｕ２３８の半減期（放射性元素の量が半分になるまでに時間）は約４５億年 
 
です。 
 
地球の年齢は、おもに、このＵ２３８の半減期により、４６億年（または 
 
４５億年）とされています。 
 
ここまでは、どの資料にも載っていて、年数と放射性同位体の数がグラフや 
 
数式で表されています。 
 
私は、それを使わないで説明することを考え、自分の推察を述べたいと思い 
 
ます。ですから、ここから先は間違っている可能性が大きいことを含んで 
 
読んでいただきたいし、もし読者の中に専門家がいらっしゃれば指摘して 
 
頂きたいと思います。 
 
Ｕ２３８はどこにもあるものではありません。やはり一部が固まって存在し 
 
ていて、そういう固まりをウラン鉱床と呼ぶことにします。 
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地球の地下深いところからウラン鉱床を見つけてみると、Ｕ２３８の一部が 
 
Ｐｂの同位体に変化してくっついているのではないのでしょうか？ 
 
そこで取り出したウラン鉱床の一部のＵ２３８の数（質量から求められます） 
 
とＰｂの同位体の数を求めると、ほぼ同数になっていることから、Ｕ２３８ 
 
の半分がＰｂの同位体に変化している、このことからウラン鉱床が出来た時代 
 
から、Ｕ２３８の半減期だけ年数が経過していると考えられているのでは 
 
ないでしょうか？ 
 
そこでＵ２３８の半減期分の年数４５億年が地球の年齢と推測されていると 
 
私は考えます。 
 
（参考ＨＰ　http://www.nendai.nagoya-u.ac.jp/doc/halflife.pdf ） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
放射性物質の半減期による年代測定法は、たしか高校時代に勉強した記憶が 
 
ありますが、それは数式の利用や公式の利用でしたので、実際にどうしている 
 
かは考えたことがありませんでした。それを今回高橋さん、トミタさんに 
 
よって考えるきっかけを与えて頂きました。 
 
いつも、この「ちょっとサイエンス」は読者の皆さんに助けられているなと 
 
思っています。 
 
高校や理論系の物理学などでは、机上の計算や理論の応用などをしていて、 
 
「実際にはどうしてるの？」という所が抜けてしまう事が多いような気が 
 
します。理論屋さんと技術屋さんの両立が文化を発展させていくのだという 








123





ことを感じた今回でした。 
 
前にも触れましたが、読者の中に専門家の方がおられたら、ご指摘のメールを 
 
ぜひ送って下さい。お願いいたします。 
 
メールはこちら→ fujiken200605@ares.eonet.ne.jp 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■「読者からのメール」より■ 
 
●「ホッシー」さんより　（下弦の月について） 
 
「上弦の月」「下弦の月」については、 
「上（かみ）の弓張り月」「下（しも）の弓張り月」という言葉が伝えられて 
いるよう、その月（旧暦の１ヶ月）の前半、後半を意味しているそうです。 
つまり、「弦の上下」ではなく、満月の前か後か、を意味するもののようです。 
ご参考までに。 
 
→Fujikenより 
 
上弦が旧暦の前半、下弦が旧暦の後半ということなのですね。 
 
初めて知りました。貴重な情報ありがとうございました。 
 
●「肥後の金工」さんより　(セミ調査について） 
 
今日、９月８日熊本市熊本城付近で「ツクツクホウシ」が鳴いておりました。 
子供の頃は夏休みの宿題をする頃鳴いていたいたのですが少し遅いような気が 
します。 
 
熊本の市内では以前は聞いたことが無かった「ヒグラシ」の声をここ数年聞く 
ようになりました、標高の高い阿蘇方面へ行くと聞いたものですが平地まで 
生息域を伸ばしているようです 
 


→Fujikenより 
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「ツクツクボウシ」が９月になっても鳴いてるのは残暑が厳しいから？ 
 
地球の温暖化のためとも考えられますね。 
 
「ヒグラシ」はあまり詳しく知らないのですが、高地（または少し気温の 
 
低いところ）にもともと生息していたのでしょうか？ 
 
となると、平地にまで生息地を伸ばしてきたというのは、さっきとは逆に 
 
平地が涼しくなったということでしょうか？ 
 
ちょっと原因がわかりにくいですね。 
 
→「肥後の金工」さんより 
　 
ヒグラシの移動は植物の植生が変わったのが一因かもしれません。 
昔はほとんど雑木林だったところが伐採されて杉檜の林に変わってしまい 
ました。棲家を追われて里に来たのでしょう。 
近隣の山は手入れができていない針葉樹の林かみかん畑に変わっております。 
　 
以前10年ほど前に熊本県人吉市の山林王の方が80才の頃にお会いしたのですが 
立派な山ですねと言ったらその老人は 
「私は一生かけて自然を壊してきた」と言われました。 
良かれ思ってやって来た事がそうではなかったのです。 
雑木林を伐り炭を焼きその跡に杉を植えたのです 
小作の人が何十家族も山に入り数十年にわたり雑木林を杉山に変えてきたのです。 
小作のいるところに山の分校があったと話しておられました。 
 
最近やっとお国も間違いに気が付いて雑木林を作り始めていますが一朝一夕 
には回復しないようです。 
 
→Fujikenより 
 
森林伐採による生態系の変化と、植林は、環境問題として今はとても 
 
大きな問題になっていますね。メールありがとうございました。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

■今日のテーマ　　「科学史『生命の探究』」 2004/9/21 No.200

------------------------------------------------------------------------------------------------ 


　
古代の人々は魂を生命の源であると考えていました。 
 
古代エジプトでは、死とは魂と肉体が分離することであり、魂は永遠のものと 
信じられていました。 
 
魂は帰るべき肉体があれば、一体化して永遠に生き続けることができるのです。 
そこで遺体を完全に保存するためのミイラがつくられたのです。 
 
ギリシャのアリストテレスは、様々な生物の観察を行い「生物学の祖」ともよ 
ばれています。彼は、５０種の動物を解剖し、３００種の動物を分類しました。 
（この時、クジラをほ乳類に近いものと位置づけています。） 
しかし、アリストテレスも霊魂を用いて、生物と無生物を分類しています。 
 
霊魂を用いて生命活動を説明することは、１７世紀まで続きました。 
 
1500年ごろ、レオナルド・ダ・ビンチは精密な人体解剖図を作成し、 
1590年ごろ、ヤンセン父子が顕微鏡を発明し、新しい生命の探究が始まりました。 
 
1628年、イギリスのハーベイは「血液循環説」を発表しました。 
血液が心臓のポンプ作用によって体中を循環しているというもので、 
動物の体のはたらきについて初めてなされた合理的な説明でありました。 
 
1600年代に入ると、偉大な顕微鏡観察者が何人も現れ、生命の本質につい 
ての概念は革命的に変化しました。 
 
オランダのレーウェンフク（1632～1723）は２００倍以上に拡大できる精巧な 
レンズをつくり、顕微鏡を広く普及させました。 
はじめて動物の精子や微生物の研究をしたのがレーウェンフクです。 
 
イギリスのロバート・フック（1635～1703）が1665年に著した『顕微鏡図譜』 
には、鉱物、植物、動物のみごとな図が納められています。 
なかでもコルクの構造図は重要で、有名です。 
彼は、細胞壁がつくる小さな無数の部屋を「ｃｅｌｌ」と名付けました。 
それはのちに、「細胞」を意味する語となりました。 
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細胞があらゆる生物に共通した基本構造であることが分かったのは、１９ 
世紀に入ってからであり、1838年にシュライデンが植物の細胞説を提唱し、 
1839年にシュワンが動物の細胞説を提唱しました。 
 
生命観を大きく変化させたもう一つ事件は「進化」の概念の登場です。 
それまでは、種は固定されたもので種の形質は決して変化しないとされて 
いました。 
しかし、何人かの博物学者は生物の進化を予感していました。 
 
スウェーデンのリンネ（1707～1778）は多数の生物の分類を行って、 
二名法を導入し、生物を属と種に配列しました。 
彼はある種を他の種から区別するのがたいへん困難なことを知り、一つの属の 
すべての種は最初は一つの種を形成していたと結論づけたのです。 
 
イギリスのダーウィン(1809～1882）の『種の起源』は1859年に発表されました。 
ダーウィンは1831年に海軍の測量艦ビーグル号に乗り込み南半球を航海しました。 
これは、彼にとって重大な航海でした。 
なかでもガラパゴス諸島の生物は彼に大きなインパクトを与えました。 
この地域にのみ生息するフィンチは多様で１４種類も存在しました。 
彼はこの鳥は昔大陸から渡ってきて、すむ環境に合わせて口ばしなどに変化を 
起こし１４種類に分化したと考えました。 
 
彼の「進化論」が発表されると、賛否両論を含む大きな反響が巻きおこりました。 
とくに宗教界の反対は強く「人間の祖先をサルだなどというのは聖書の教えに 
そむき、神をけがすおそろしい罪である。」と責め立てました。 
 
ダーウィンは進化の素材となる変異の原因が説明できないと語っていました。 
しかし、その遺伝の法則は1865年にオーストリアのメンデル（1822～1884）が 
発表していたのです。 
発表された当時、メンデルの遺伝の法則は注目されず、再発見されたのはそれ 
から３０年あまりたった1900年、メンデルの死後のことでした。 
 
一方生物の自然発生の可能性については、１７世紀以来実験的な討論が多数 
なされてきました。 
 
1861年、フランスのパスツール（1822～1895）は、「スワンの首のフラスコ」 
を用いた有名な実験を行って生物の「自然発生説」を完全に否定しました。 
 
「すべての生物は生物によってつくられる。」と結論づけたのです。 
しかし、進化論によれば、生物進化の過程を逆にたどると、地球上における 
最も原始的な生物に行き着きます。 
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では、最初の生命はどのように生じたのでしょうか。 
 
その後、ソ連のオパーリンが1937年「生命起源説」を発表し、原始地球の状態を 
想定し、原始生命体を構成する有機物がどのような過程で生じたかについて述べ、 
現在も生命の起源についての研究が進んでいます。 
 
1950年ごろになると生命現象の基本が分子レベルで理解されるようになりました。 
1944年アメリカのエイベリらは遺伝をつかさどる物質がＤＮＡ（デオキシリボ 
核酸）であることを発見しました。 
当時、遺伝物質はタンパク質であるとの考えが根強く、その考えが認められる 
には多少時間がかかりました。 
 
1953年ワトソンとクリックがＤＮＡが二重らせん構造であることを発見しました。 
これは、遺伝物質の複製機能と、遺伝情報の保持、その発現のしくみが説明 
できる画期的な発見でした。 
これを境にし、遺伝学はメンデルの染色体レベルから分子レベルへと移行しました。 
 
分子生物学の登場は新しい技術であるバイオテクノロジーを生み出しました。 
これによって従来の科学的な生命観は大幅に変ぼうし、生命現象を物理学や 
化学と共通の用語で説明し理解することが可能となりました。 
生物学はこれからも飛躍的な発展をとげるでしょう。 
 
---------------------------------------------------------------------- 
 
紀元前　B.C.350ごろ　アリストテレス　生物学の祖 
 
0～1600 
　　　　1500ごろ　レオナルド・ダ・ビンチ　人体解剖図を作成 
 
　　　　1590ごろ　ヤンセン父子　顕微鏡の発明 
 
1601～1800 
　　　　1628　　　ハーベイ　血液循環説を発表 
 
　　　　1665　　　ロバート・フック　コルク切片による細胞を発見 
 
　　　　1673　　　レーウェンフク　精子の発見、微生物の研究 
 
　　　　1735　　　リンネ　「自然の体系」をあらわし 
　　　　　　　　　　　　　　生物の二名法（属・種）を提唱 
 
1801～1900 
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　　　　1859　　　ダーウィン　「種の起源」をあらわし、進化論を提唱 
 
　　　　1861　　　パスツール　生物の自然発生説を否定 
 
　　　　1865　　　メンデル　　遺伝の法則を発見 
 
1901～ 
　　　　1937　　　オパ－リン　生命起源説を発表 
 
　　　　1944　　　エイベリ　　遺伝物質がＤＮＡであることを発見 
 
　　　　1953　　　ワトソン、クリック　ＤＮＡの二重らせん構造を解明 
 
---------------------------------------------------------------------- 
（参照　科学雑誌「ニュートン」） 
 
-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*-=*- 
 
■ちょっとコメント■ 
 
「ちょっとサイエンス」の創刊は２０００年９月２９日で、早いもので、もう 
 
まる４年経つことになります。そして、今日No.200号に達しました。 
 
最初は読者が１５００名から始まり、途中でウィクリーマグマグで紹介され, 
 
一気に４０００名になり、さらにまた１年後ウィクリーマグマグで紹介され 
 
一気に７０００名になり、徐々に読者が増え、１ヶ月ほど前にマグマグのトップ 
 
ページの「メルマガ定食」の「ものしりセット」に採用されて、また徐々に 
 
読者が増え、９月１８日現在１０４００名の読者になりました。 
 
これも、読者から送られるメールによって励まされ、刺激を受けることによって 
 
続けられたものだと思っています。 
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私の日課はメールチェックをし、読者からのメールが来ていないか調べ、 
 
終末は「ちょっとサイエンス」の記事を書き、配信予約することが楽しみに 
 
なっています。 
 
どこにいくのでも、「ちょっとサイエンス」のテーマはないだろうかと考え 
ているのが、この「ちょっとサイエンス」を続けてこられた秘けつだと思います。 
 
これから、５年目に入りますが、ますます頑張って「ちょっと面白く」 
 
「ちょっとためになる」「ちょっとサイエンス」をよろしくお願いいたします。 
 
--------------------------------------------------------------------

 メールマガジン「ちょっとサイエンス」の登録は

　　　 こちら→　http://www.mag2.com/m/0000046152.htm

--------------------------------------------------------------------
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